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近
世
辞
書
『
俚
言
集
覧
』
に
み
え
る
〈
障
害
〉
表
現

（
ａ
）
目
的
と
背
景

本
稿
の
目
的
は
、
近
世
日
本
の
辞
書
の
な
か
に
表
現
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
障
害
（
者
）
に
関
わ
る
言
葉
・
こ
と
わ
ざ
を
、
不
可
分
と

想
定
さ
れ
る
広
い
観
点
か
ら
採
録
し
、
前
近
代
の
障
害
認
識
の
一
端
を
探
る
前
提
作
業
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
理
由
か

ら
現
代
的
な
障
害
（
者
）
観
よ
り
も
広
角
に
捕
捉
す
る
た
め
、
そ
れ
と
区
別
さ
れ
る
前
近
代
の
認
識
を
想
定
す
る
場
合
に
は
〈
障
害
〉

と
記
す
。

昨
年
（
二
○
一
六
年
七
月
）
の
障
害
者
施
設
元
職
員
が
重
度
障
害
を
持
つ
多
数
の
入
居
者
を
惨
殺
し
た
事
件
（
１
（に
は
社
会
的
な
反
響
が

あ
っ
た
。
本
事
件
に
つ
い
て
当
該
施
設
の
設
置
者
に
当
た
る
神
奈
川
県
は
「
こ
の
事
件
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
的
思
考

か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
障
が
い
者
や
そ
の
ご
家
族
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
方
々
に
、
言
い
よ
う
も
な
い
衝
撃
と
不
安
を

与
え
ま
し
た
（
２
（」
と
し
て
い
る
。
本
事
件
の
被
疑
者
の
動
機
の
全
容
に
つ
い
て
筆
者
は
知
り
得
な
い
が
、
そ
の
背
景
に
「
障
が
い
者
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
的
思
考
」
と
総
括
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
の
指
摘
は
、
こ
の
事
件
の
被
害
者
の
匿
名
化
そ
の
も
の
が
物
語
っ
て
お
り
、

障
害
（
者
）
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
的
思
考
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
し
合
理
的
配
慮
の
必
要
性
が
い
わ
れ
る
現

近
世
辞
書
『
俚
言
集
覧
』
に
み
え
る
〈
障
害
〉
表
現

高

野

信

治

―
類
型
・
認
識
の
析
出
―
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近
世
辞
書
『
俚
言
集
覧
』
に
み
え
る
〈
障
害
〉
表
現

今（３
（に
あ
っ
て
も
、
未
だ
社
会
的
な
問
題
と
い
え
る
。
昨
年
の
事
件
は
け
し
て
特
別
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
差
別
意
識
を
内

包
す
る
現
代
社
会
そ
の
も
の
が
生
み
出
し
た
事
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
研
究
者
と
と
も
に
重
度
知
的
障
害
者
の
親

で
も
あ
る
筆
者
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
社
会
に
埋
め
込
ま
れ
た
か
か
る
意
識
に
対
す
る
歴
史
的
考
察
は
、
あ
る
意
味
で
喫
緊
の
課
題
の

よ
う
に
思
え
る
。

人
が
集
団
生
活
を
営
み
、
そ
の
社
会
性
の
多
様
化
に
と
も
な
っ
て
特
定
の
人
や
集
団
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
意
識
が
複
雑
に
形
成

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
捉
え
た
い
障
害
（
者
）
を
め
ぐ
る
事
象
も
そ
の
よ
う
な
も
の
の
一
つ
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
歴
史
的
な

形
成
を
見
る
場
合
、
異
民
族
差
別
、
賤
民
差
別
、
障
害
者
差
別
な
ど
と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
い
し
一
義
的
に
み
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。

筆
者
は
別
稿
（
４
（で
、
近
世
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
差
別
認
識
の
連
鎖
に
つ
い
て
、
道
徳
性
を
軸
に
、
遊
民
、
異
民
族
、
障
害
者
・

病
者
な
ど
を
対
象
に
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
か
か
る
問
題
意
識
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
障
害
者
差
別
の
客
観
視
、
人
間

と
は
何
か
と
い
う
広
角
な
人
性
に
お
け
る
障
害
の
捕
捉
、
疾
病
や
身
体
認
識
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
の
障
害
の
位
置
付
け
（
５
（、
こ
の
よ
う

な
見
方
を
加
え
、
近
世
辞
書
に
み
え
る
障
害
関
連
文
言
を
採
録
し
、
日
本
近
世
社
会
の
〈
障
害
〉
認
識
に
迫
る
基
礎
作
業
を
試
み
た
い
。

迂
遠
な
が
ら
も
、
差
別
事
象
を
歴
史
的
に
直
視
す
る
こ
と
が
、
昨
年
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
の
根
絶
、
社
会
に
胚
胎
さ
れ
た
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
特
異
な
眼
差
し
の
解
消
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

（
ｂ
）
類
型
と
認
識

障
害
の
定
義
に
は
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
三
類
型
を
さ
し
あ
た
り
想
定
す
る
（
６
（。

視
覚
・
聴
覚
な
ど
の
知
覚
・
感
覚
機
能
を
含
め
、
様
々
な
器
官
部
位
・
臓
器
の
機
能
不
全
に
伴
う
疾
患
（
内
的
障
害
）
な
ど
は
身
体
障

害
に
含
め
、
ま
た
自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
そ
の
他
こ
れ



─ 57 ─

近
世
辞
書
『
俚
言
集
覧
』
に
み
え
る
〈
障
害
〉
表
現

に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害
、
発
達
障
害
は
精
神
障
害
の
範
疇
と
す
る
（
７
（。

た
だ
し
、
か
か
る
障
害
分
類
は
あ
く
ま
で
現
代
で
の
便
宜
的
性
格
を
持
つ
。
前
近
代
で
、
こ
の
よ
う
な
障
害
認
識
が
当
然
の
も
の
と

し
て
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
ま
た
か
か
る
現
代
的
区
分
に
よ
る
弁
別
は
史
料
的
に
も
容
易
で
は
な
い
。

そ
こ
で
先
述
し
た
諸
観
点
も
踏
ま
え
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
「
あ
や
し
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
対
象
に
す
る
近
世
辞
書
（『
俚

言
集
覧
』）
で
は
、

怪
も
異
も
妖
も
奇
も
霊
も
あ
や
し
也
、
怪
ハ
変
な
る
こ
と
也
、
異
ハ
常
と
ち
か
ひ
た
る
を
云
、
妖
ハ
人
間
な
み
で
な
き
を
云
、
奇

ハ
め
づ
ら
し
き
也
、
霊
ハ
生
て
働
く
様
な
こ
と
を
い
ふ

と
説
明
さ
れ
る
。「
あ
や
し
」
は
必
ず
し
も
人
の
み
を
想
定
し
た
文
言
で
は
な
い
が
、「
怪
」「
異
」「
奇
」「
霊
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
人
に
ま

つ
わ
る
表
現
（
怪
人
、
異
人
、
奇
人
、
人
霊
）
が
あ
り
、「
妖
」
は
「
人
間
な
み
で
な
き
」（
人
並
み
で
は
な
い
）
と
直
接
に
人
を
想
定

し
説
明
さ
れ
る
。「
あ
や
し
」
と
は
、
そ
れ
を
対
象
化
す
る
者
に
と
っ
て
、
尋
常
で
は
な
く
特
異
な
存
在
な
い
し
現
象
、
と
い
う
程
の
意

味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、「
あ
や
し
」
と
は
当
事
者
認
識
と
と
も
に
他
者
に
よ
る
認
識
・
感
覚
が
強
く
反
映
さ
れ
た
心
性
と

考
え
ら
れ
る
。

辞
書
か
ら
の
〈
障
害
〉
表
現
採
録
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
「
あ
や
し
」
と
い
う
心
性
が
付
随
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
人
の
個
性
に

関
わ
る
表
現
・
言
葉
を
広
く
収
集
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
的
な
障
害
観
で
は
そ
れ
に
該
当
し
な
い
よ
う
な
も
の
も
、
尋
常
で
は
無

く
特
異
な
存
在
な
い
し
現
象
と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
に
鑑
み
採
録
し
た
。
例
え
ば
「
あ
か
が
し
ら
」（
赤
い
髪
）
は
髪
の
形
質
で
あ

り
個
性
的
な
身
体
特
性
だ
が
、
辞
書
掲
載
の
意
図
に
は
「
あ
や
し
」
と
の
心
性
が
付
随
し
て
い
る
と
想
定
し
採
録
し
た
。「
人
」
の
特

性
、
す
な
わ
ち
人
性
か
ら
隔
た
っ
た
存
在
と
の
思
考
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
れ
は
、
当
時
の
日
本
（
和
・
倭
）
観
と
表
裏
の
関
係
に
あ
っ

た
と
も
い
え
る
。「
あ
か
が
し
ら
」
に
「
あ
や
し
」
相
当
の
認
識
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
異
人
」（
異
民
族
）
観
と
も
通
底
し

よ
う
。
ま
た
、
賤
民
の
人
々
も
あ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
た
人
性
か
ら
隔
た
る
存
在
と
し
て
特
異
な
眼
差
し
で
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
が
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近
世
辞
書
『
俚
言
集
覧
』
に
み
え
る
〈
障
害
〉
表
現

偏
見
や
差
別
の
土
壌
と
も
な
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
な
か
に
障
害
者
や
そ
れ
に
つ
ら
な
る
疾
病
者
・
疾
患
者
が
潜
在
す
る
と
い
う
見
通
し
（
８
（

も
踏
ま
え
て
採
録
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
当
時
（
日
本
近
世
）、
尋
常
で
は
無
い
特
異
な
存
在
や
現
象
と
し
て
の
「
あ
や
し
」、
換
言
す
れ
ば
人
性

か
ら
の
隔
た
り
と
い
う
心
性
を
基
準
に
し
て
、
広
く
障
害
を
示
す
言
葉
を
集
め
る
趣
旨
か
ら
、
先
述
し
た
現
代
的
な
障
害
類
型
を
と
る

も
の
の
、
近
世
辞
書
か
ら
の
採
録
で
あ
る
点
に
留
意
し
、
類
型
を
身
体
性
、
知
性
、
精
神
性
と
表
現
し
た
。
ま
た
、「
あ
や
し
」
の
心
性

が
当
事
者
と
い
う
よ
り
も
他
者
と
の
関
係
の
な
か
で
生
ま
れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
認
識
と
い
う
項
目
も
加
え
た
。
こ
れ
は
、
当
事
者

で
は
な
く
む
し
ろ
周
辺
の
他
者
、
い
わ
ば
社
会
的
な
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
多
数
の
他
者
）
が
、「
あ
や
し
」
の
状
態
と
し
て
如
何
に
観
察
し

て
い
た
の
か
、
を
慮
っ
た
立
項
で
あ
る
。
た
だ
し
、
辞
書
表
現
か
ら
推
断
が
困
難
な
場
合
は
記
し
て
い
な
い
。

	（
ｃ
）『
俚
言
集
覧
』
に
つ
い
て

語
彙
採
録
対
象
は
『
俚
言
集
覧
』
と
い
う
辞
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
石
川
雅
望
編
『
雅
言
集
覧
』、
谷
川
士
清
編
『
和
訓
栞
』
と
と
も

に
近
世
の
代
表
的
辞
書
と
さ
れ
る
。「
鄙
俗
ヲ
先
ト
シ
テ
雅
訓
ヲ
後
ト
シ
輓
今
ヲ
主
ト
シ
テ
上
古
ヲ
賓
ト
セ
リ
（
９
（」
と
い
う
編
集
方
針
で
、

語
彙
数
に
お
い
て
も
同
時
代
の
辞
書
を
圧
倒
す
る
膨
大
な
も
の
と
評
さ
れ
る
。
つ
ま
り
庶
民
層
ま
で
組
み
入
れ
た
多
様
な
人
々
の
語
彙

群
に
表
象
さ
れ
る
心
性
を
探
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

寛
政
か
ら
弘
化
年
間
ま
で
書
き
継
が
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
稿
本
は
、
未
完
の
ま
ま
質
入
れ
な
ど
で
一
部
が
失
わ
れ
た
が
、
そ
の
大
半

は
旧
帝
国
図
書
館
の
所
蔵
と
な
り
、
増
補
の
上
、
活
字
本
が
刊
行
（
（1
（

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
書
誌
学
研
究
が
進
む
な
か
で
、
編
纂
者
は
村
田

了
阿
で
は
な
く
太
田
全
斎
（
方
）
で
あ
る
の
が
判
明
し
、
刈
谷
図
書
館
「
村
上
文
庫
」
か
ら
は
失
わ
れ
た
稿
本
の
一
部
を
転
写
し
た
『
移

山
伊
呂
波
集
』
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
活
字
本
は
稿
本
の
五
十
音
横
列
の
特
異
な
配
列
を
通
常
の
五
十
音
順
に
改
め
た
り
、
図
像
や
一
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俚
言
集
覧
』
に
み
え
る
〈
障
害
〉
表
現

部
の
項
目
（「
剰
記
」）、
書
込
部
分
な
ど
が
削
除
さ
れ
た
。
さ
ら
に
遺
漏
も
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
活
字
本
は
様
々
な
制
約
を
持

つ
。
た
だ
し
確
認
作
業
な
ど
に
伴
う
利
便
さ
に
鑑
み
、
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
活
字
本
を
基
本
と
し
（
（（
（

、
稿
本
の
佚
失
部
分
（
伊
部
上
巻
）

の
転
写
本
で
あ
る
『
移
山
伊
呂
波
集
』
を
組
み
込
み
上
梓
さ
れ
た
影
印
本
（
（1
（

か
ら
、『
移
山
伊
呂
波
集
』
に
つ
き
項
目
選
択
し
た
も
の
を
加

え
作
表
、
編
集
し
た
（
（1
（

。

近
世
に
お
け
る
卑
近
な
俗
語
を
含
む
語
彙
・
こ
と
わ
ざ
類
の
な
か
に
は
、
本
来
の
人
の
あ
り
方
や
そ
れ
か
ら
離
れ
外
れ
た
と
認
識
さ

れ
る
障
害
、
疾
病
な
ど
に
対
す
る
観
念
、
意
識
が
示
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

（
ｄ
）
凡
例

採
録
し
た
語
彙
一
覧
の
作
表
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
諸
点
に
留
意
し
た
。

ⅰ 

、
語
彙
、
こ
と
わ
ざ
の
収
載
対
象
は
『
俚
言
集
覧
』（
太
田
全
斎
編
纂
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
名
著
刊
行
会
の
活
字
本
を
利
用
す
る
。

こ
れ
に
は
稿
本
（
元
本
）
に
は
な
い
追
加
事
項
（
増
補
）
が
あ
る
。
作
表
に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
も
採
録
し
た
。
そ
の
大
半
は
前
近
代

の
デ
ー
タ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
近
代
初
頭
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
前
代
の
言
葉
の
範
疇
と
し
て
採
録
し
た
。

ⅱ 

、『
俚
言
集
覧
』
稿
本
の
佚
失
部
分
（
伊
部
上
巻
）
に
つ
い
て
は
、
該
当
部
分
の
一
部
転
写
と
目
さ
れ
る
『
移
山
伊
呂
波
集
』（
こ
と

わ
ざ
研
究
会
監
修
『
俚
言
集
覧
自
筆
稿
本
版
』
第
四
巻
、
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
二
年
）
か
ら
採
録
し
た
。

ⅲ 

、
表
の
記
載
事
項
は
、
項
目
、
説
明
文
、
類
型
、
認
識
、
出
典
と
し
た
。

ⅳ 

、
項
目
に
は
採
録
の
語
彙
・
こ
と
わ
ざ
類
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
基
づ
く
五
十
音
順
で
記
す
。
た
だ
し
、『
俚
言
集
覧
』
で
立
項
さ
れ

た
語
彙
・
こ
と
わ
ざ
類
の
み
な
ら
ず
、
本
文
中
に
み
え
る
語
彙
か
ら
も
煩
を
厭
わ
ず
記
し
た
。
そ
の
際
は
、
項
目
の
欄
に
＊
を
付
し
、

説
明
文
の
欄
の
冒
頭
に
、「　

」
記
載
に
て
採
録
元
に
当
た
る
語
彙
・
こ
と
わ
ざ
を
記
し
た
。
本
事
項
で
の
〈　

〉
内
に
は
採
録
本
で
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の
ふ
り
が
な
表
現
（
辞
書
本
文
か
ら
の
抜
書
も
あ
る
）
を
示
し
た
。

ⅴ 
、
説
明
文
は
、『
俚
言
集
覧
』
の
本
文
表
記
（
た
だ
し
抜
粋
、
新
字
へ
の
変
更
、
句
点
挿
入
な
ど
あ
り
）
を
基
本
と
し
、
作
表
者
（
高

野
）
に
よ
る
評
価
は
、
類
型
と
認
識
の
事
項
に
反
映
さ
せ
た
。

ⅵ 

、
説
明
文
で
、『
俚
言
集
覧
』
の
本
文
表
記
以
外
は
（　

）
で
括
っ
た
。
こ
れ
は
『
俚
言
集
覧
』
に
直
接
示
さ
れ
な
い
ふ
り
が
な
や
簡

便
な
訳
解
、
他
書
（
本
稿
で
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』〔
小
学
館
〕
を
基
本
に
し
、
一
部
『
古
事
類
苑
』
を
加
え
た
）
か
ら
の
引
用
な

ど
で
あ
る
。
な
お
、〔　

〕
は
採
録
本
（
活
字
本
・
稿
本
）
掲
載
の
引
用
出
典
で
あ
る
。（　

）
内
で
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』『
古
事

類
苑
』
引
用
も
辞
典
名
に
〔　

〕
を
付
し
、「　

」
内
は
そ
の
項
目
名
で
あ
る
。
ま
た
、〈　

〉
は
採
録
本
に
み
え
る
表
現
、
ふ
り
が

な
か
ら
の
記
載
で
、
同
書
の
（　

）
表
記
は
、
上
記
し
た
『
俚
言
集
覧
』
の
本
文
表
記
以
外
は
（　

）
で
括
る
と
い
う
原
則
と
の
誤

認
回
避
の
た
め
、〈　

〉
表
記
と
し
た
。

ⅶ 

、
類
型
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
現
代
的
な
定
義
の
一
つ
で
あ
る
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
お
よ
び
重
複
障
害
を
想
定
す
る

が
、
前
近
代
の
障
害
定
義
が
現
代
的
な
基
準
と
合
致
し
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
か
つ
本
稿
で
は
か
か
る
障
害
認
識
を
広
角
に
捕

捉
す
る
た
め
、
身
体
性
、
知
性
、
精
神
性
と
表
現
す
る
。
さ
ら
に
、『
俚
言
集
覧
』
に
は
障
害
の
比
喩
的
表
現
も
記
さ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
性
格
を
持
つ
類
型
は
、
比
喩
性
と
記
す
。
類
型
の
記
載
に
あ
た
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
重
複
障
害
も
含
め
て
可
能
な
限
り
個
別
類

型
の
複
数
書
き
入
れ
を
心
掛
け
る
。
な
お
、
賤
民
集
団
は
病
者
・
障
害
者
を
含
む
と
想
定
さ
れ
る
と
の
立
場
か
ら
重
複
性
と
し
た
場

合
が
あ
る
。
ま
た
比
喩
性
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
比
喩
の
所
以
と
な
っ
た
類
型
を
可
能
な
限
り
併
記
す
る
。

ⅷ 

、
認
識
は
、
先
述
し
た
本
稿
の
立
場
か
ら
、
二
つ
の
基
準
を
立
て
た
。

 

第
一
に
、「
あ
や
し
」
と
い
う
感
じ
方
を
反
映
し
た
人
性
認
識
と
し
て
の
 

怪
奇
性
、
異
常
性
、
不
完
全
性
、
超
越
性
、
人
外
性

 
 

で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
怪
奇
性
は
他
者
に
恐
怖
心
を
抱
か
せ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
、
異
常
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性
は
常
態
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
認
識
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
、
不
完
全
性
は
人
と
し
て
心
身
な
ど
に
欠
損
が
認
め
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
、
超
越
性
は
人
と
し
て
超
越
的
な
身
体
や
知
的
能
力
な
ど
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
た

も
の
、
人
外
性
は
人
と
は
考
え
ら
れ
な
い
特
性
を
持
つ
あ
る
い
は
生
物
や
事
物
な
ど
と
相
関
を
以
て
捉
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
場

合
、
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。

 

第
二
に
、
他
者
（
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
）
か
ら
み
た
関
係
認
識
と
し
て
の

 

無
益
性
、
害
悪
性
、
忌
避
性
、
醜
怪
性
、
嫌
悪
性
、
非
道
性
、
侮
蔑
性
、
基
準
性
、
詐
称
性
、
遊
興
性
、
招
福
性
、
畏
敬
性

 
 

な
ど
を
想
定
し
た
。
こ
こ
で
考
慮
し
て
い
る
特
徴
は
、
役
に
立
た
ず
と
い
う
無
益
性
、
周
囲
や
社
会
に
害
・
厄
介
を
な
す
害
悪
性
、

避
け
た
い
と
い
う
忌
避
性
、
得
た
い
不
明
の
も
の
に
対
す
る
恐
怖
を
伴
う
醜
悪
感
で
あ
る
醜
怪
性
、
心
的
に
受
け
入
れ
が
た
い
嫌
悪

性
、
人
道
を
踏
み
外
し
た
非
道
性
、
高
み
の
自
身
か
ら
の
侮
蔑
性
、
自
ら
の
指
標
判
断
や
戒
め
を
与
え
る
基
準
性
、〈
障
害
〉
を
持
つ

と
の
虚
偽
言
動
を
な
す
と
判
断
さ
れ
る
詐
称
性
、
他
者
に
文
芸
・
芸
能
な
ど
を
介
し
慰
安
を
与
え
る
遊
興
性
、
他
者
に
福
を
も
た
ら

す
招
福
性
、〈
障
害
〉
に
伴
う
非
凡
さ
が
畏
れ
敬
う
対
象
と
さ
れ
る
畏
敬
性
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

  

た
だ
し
、
辞
書
の
記
述
内
容
か
ら
、〈
障
害
〉
に
ま
つ
わ
る
人
性
や
関
係
の
認
識
に
つ
い
て
確
固
と
し
た
基
準
で
析
出
す
る
の
は
困

難
な
た
め
、
全
項
目
で
の
書
き
入
れ
に
は
な
ら
な
い
の
を
断
っ
て
お
く
。

ⅸ 

、
以
上
の
類
型
、
認
識
は
、
作
表
者
（
高
野
）
に
よ
る
暫
定
的
な
評
価
、
価
値
付
け
で
、
主
観
内
在
の
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
再

考
の
機
会
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ⅹ 

、
出
典
に
は
書
名
略
記
、
巻
数
、
頁
を
記
す
。『
増
補
俚
言
集
覧
』
は
俚
諺
、『
俚
言
集
覧
自
筆
稿
本
版
』
は
稿
本
、
ま
た
上
巻
は
上
、

四
巻
は
四
の
如
く
、
頁
は
算
用
数
字
で
示
す
。
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注

（
1
） 
「
平
成
28
年
７
月
26
日
午
前
２
時
頃
、
指
定
管
理
施
設
で
あ
る
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
に
お
い
て
同
園
の
元
職
員
（
略
）
が
施
設
の
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
侵
入
し
、
施
設
の
利
用
者
男
女
が
刺
さ
れ
、
男
女
19
人
が
死
亡
、
男
女
27
人
が
負
傷
（
う
ち
３
名
は
職
員
）」（「
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
に
お
い
て
発
生
し
た
事
件
に
つ
い
て
」〔
平
成
28
年
10
月
12
日
「
参
考
資
料
」。
神
奈
川
県
保
健
福
祉
局
福
祉
部
障
害
福
祉
課
「
津
久
井

や
ま
ゆ
り
園
で
発
生
し
た
事
件
に
つ
い
て
」〈http://w

w
w
.pref.kanagaw

a.jp/cnt/f535096/

〉
所
収
）
と
い
う
事
件
。

（
2
） 

「
と
も
に
生
き
る
社
会
か
な
が
わ
憲
章
～
こ
の
悲
し
み
を
力
に
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を
実
現
し
ま
す
～
」〔
平
成
28
年
10
月
14
日　

神
奈

川
県
〕
神
奈
川
県
保
健
福
祉
局
福
祉
部
障
害
福
祉
課
「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
発
生
し
た
事
件
に
つ
い
て
〕〈http://w

w
w
.pref.kanagaw

a.
jp/cnt/f535096/

〉
所
収
。

（
3
） 

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」〔
障
害
者
差
別
解
消
法
〕
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
。

（
4
） 

拙
稿
「〈
障
害
者
〉
へ
の
眼
差
し
」
荒
武
賢
一
朗
他
編
『
日
本
史
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
○
一
五
年
。

（
5
） 

疾
病
・
疾
患
一
般
が
障
害
と
み
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
前
近
代
も
近
現
代
も
通
時
的
に
同
様
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
疾
病
・

疾
患
に
対
し
、
偏
見
や
差
別
の
感
情
を
伴
う
障
害
観
念
が
い
か
に
向
け
ら
れ
る
の
か
は
重
い
課
題
で
あ
る
。
パ
セ
ド
ウ
病
（
癲
病
）
の
よ

う
に
外
見
上
で
鮮
明
な
差
異
性
を
感
じ
さ
せ
る
疾
病
な
ど
が
念
頭
に
浮
か
ぶ
が
、
内
疾
患
（
臓
器
の
病
気
）
に
よ
る
健
康
変
調
な
ど
も
、
虚

弱
な
ど
に
よ
る
労
働
生
産
に
関
わ
れ
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
偏
見
・
差
別
の
対
象
と
し
て
の
〈
障
害
〉
認
識
に
さ
ら
さ
れ
る
恐
れ
が
想
定

さ
れ
る
。
つ
ま
り
そ
こ
に
は
社
会
性
が
介
在
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
疾
病
・
疾
患
と
障
害
認
識
の
関
係
分
析
の
重
要
性
を
喚
起
し
た

上
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
し
た
い
の
を
予
め
述
べ
て
お
く
。

（
6
） 

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」（
平
成
17
年
法
律
第
123
号
）
の
「（
定
義
）
第
四
条
」
で
は
、

 
 
 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
障
害
者
」
と
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
い
う
知
的

障
害
者
の
う
ち
十
八
歳
以
上
で
あ
る
者
及
び
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
五
条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
（
知

的
障
害
者
福
祉
法
に
い
う
知
的
障
害
者
を
除
く
。
以
下
「
精
神
障
害
者
」
と
い
う
。）
の
う
ち
十
八
歳
以
上
で
あ
る
者
を
い
う
。

 
 
 

２　

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
障
害
児
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
児
及
び
精
神
障
害
者
の
う
ち
十
八
歳
未

満
で
あ
る
者
を
い
う
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と
あ
る
。

（
7
） 

「
身
体
障
害
者
福
祉
法
」（
昭
和
24
年
法
律
第
283
号
）
の
「（
身
体
障
害
者
）
第
四
条
」
お
よ
び
別
表
、「
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
25
年
法
律
第
123
号
）
の
「（
定
義
）
第
五
条
」、「
発
達
障
害
者
支
援
法
」（
平
成
16
年
法
律
第
167
号
）
の
「（
定
義
）

第
二
条
」
な
ど
。

（
8
） 

拙
稿
前
掲
参
照
。

（
9
） 

こ
と
わ
ざ
研
究
会
監
修
『
俚
言
集
覧
自
筆
稿
本
版
』
第
一
巻
、
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
二
年
、
三
頁
（
凡
例
）。

（
10
） 

村
田
了
阿
編
輯
、
井
上
頼
圀
・
近
藤
瓶
城
増
補
『
増
補
俚
言
集
覧
』
近
藤
出
版
部
、
一
八
九
九
～
一
九
○
○
年
。

（
11
） 

本
稿
で
語
彙
採
録
対
象
に
す
る
の
は
活
字
本
復
刻
版
（
上
・
中
・
下
の
三
巻
。
名
著
出
版
、
一
九
六
五
～
六
年
）。

（
12
） 

こ
と
わ
ざ
研
究
会
監
修
『
俚
言
集
覧
自
筆
稿
本
版
』（
全
一
一
巻
）
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
二
年
。

（
13
） 

『
俚
言
集
覧
』
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
こ
と
わ
ざ
研
究
会
監
修
前
掲
本
・
第
一
巻
「
は
じ
め
に
」
を
参
照
し
た
。

（
付
記
）本

稿
は
科
学
研
究
費
助
成
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
）「
近
世
日
本
の
障
害
者
と
人
間
観
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号
１
５
Ｋ
０
２

８
６
５
。
二
○
一
五
～
一
八
年
度
、
研
究
代
表
者　

高
野
信
治
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
の
作
表
は
、
障
害
（
者
）
認
識
の
歴
史
的
検
証
に
関
わ
る
研
究
に
資
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
社
会
的
な
偏
見
の
解
消
を
目
的
に
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
関
連
す
る
目
的
以
外
で
の
本
表
利
用
が
許
さ
れ
な
い
こ
と

を
、
作
表
者
の
責
務
と
し
て
明
記
す
る
。
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項　
　
　

目

説　
　
　

明　
　
　

文

類　
　

型

認　
　

識

出　

 

典

あ
か
が
し
ら

〔
倭
訓
栞
・
中
〕
生
れ
つ
き
て
頭
髪
の
赤
き
人
な
り

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
上
8

あ
き
し
ひ

俗
に
ア
キ
ジ
リ
目
ク
ラ
と
云
、
明
盲

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
上
19

あ
き
目
く
ら

清
盲
と
云
又
無
筆
を
云

比
喩
性
、
身
体
性

異
常
性
・
無
益
性

俚
言
・
上
21

足
な
へ

〔
新
撰
字
鏡
〕
癖
足
、
奈
戸
、
足
跛

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
上
42

痿
立
こ
と
を
忘
れ
す

痿
ハ
ア
シ
ナ
ヘ
也

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
42

あ
つ
ば

常
陸
に
て
唖
を
い
ふ

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
57

あ
は
あ

但
馬
に
て
馬
鹿
を
い
ふ
、
山
城
に
て
ハ
あ
ほ
と
い
ふ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
66

あ
は
う

〔
続
無
名
抄
〕〔
世
話
字
盡
〕
阿
頬
〔
諺
草
〕
阿
房
倶
に
あ
た

ら
す

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
66

＊
ア
ホ
ウ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
秦
ノ
阿
房
ノ
宮
号
に
出
た
る
詞

也
と
ぞ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

あ
は
う
払

〔
甲
陽
軍
鑑
六
〕
方
薬
払
と
い
ふ
物
に
成
け
れ
ハ
云
云
〔
同

十
四
〕
軽
薄
に
し
て
役
に
立
ざ
る
者
を
戯
け
者
払
に
成
け
れ

云
云
、
今
あ
ほ
う
払
と
云
と
同
じ
か
る
べ
し
、
方
薬
と
ハ
懲

し
め
て
追
ひ
払
ふ
ハ
そ
れ
が
身
の
方
薬
の
義
に
や

知
性

無
益
性
、
害
悪
性

俚
言
・
上
66

あ
は
う
ら
し
き

癡
（
お
ろ
か
）
な
る
形
状
を
い
ふ
、
或
ハ
あ
ほ
ら
し
き
と
も

い
ふ

知
性
、
比
喩
性

無
益
性
、
害
悪
性

俚
言
・
上
66

あ
ほ

癡
人
を
云
う
、
又
ア
ホ
ウ
と
も
云

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
81

あ
ほ
う

安
房
、
阿
波
と
安
房
と
倶
に
ア
ハ
と
呼
ひ
て
誤
ち
混
す
る
故

に
安
房
の
方
を
ば
癡
人
の
あ
ほ
に
い
ふ
な
り

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
82

あ
や
し

怪
も
異
も
妖
も
奇
も
霊
も
あ
や
し
也
、
怪
ハ
変
な
る
こ
と

也
、
異
ハ
常
と
ち
か
ひ
た
る
を
云
、
妖
ハ
人
間
な
み
で
な
き

を
云
、
奇
ハ
め
づ
ら
し
き
也
、
霊
ハ
生
て
働
く
様
な
こ
と
を

い
ふ

比
喩
性

不
完
全
性
、
異
常
性

俚
言
・
上
102

あ
ん
け
ら

愚
な
る
人
の
形
を
い
ふ

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
95

あ
ん
ご
う

伊
勢
に
て
痴
な
る
を
い
ふ
、
あ
ん
だ
ら
に
お
な
じ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
96
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典

＊
ア
ン
タ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
京
大
坂
に
て
、
馬
鹿
、
ア
ホ

ウ
、
タ
ワ
ケ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

あ
ん
だ
ち

あ
ん
け
ら
、
あ
ん
ご
う
、
痴
を
い
ふ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
97

＊
ア
ン
ダ
ラ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
京
大
坂
に
て
、
馬
鹿
、
ア
ホ

ウ
、
タ
ワ
ケ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

＊
ア
ン
ポ
ン
タ
ン

「
あ
ほ
」

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
81

あ
ん
ぽ
ん
た
ん

〔
和
漢
古
語
〕
或
云
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
ハ
西
南
海
の
蛮
国
の
名

に
て
も
あ
る
へ
し
、
六
七
十
年
ば
か
り
以
前
漂
船
長
崎
に
滞

留
す
、
其
人
言
語
不
通
愚
痴
な
り
し
か
ば
其
比
の
流
行
語
に

人
を
軽
侮
し
て
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
と
い
ひ
し
と
も
聞
こ
ゆ
と
、

巴
旦
国
へ
落
し
と
い
ふ
俗
語
に
似
た
り
、
巴
旦
国
へ
落
た
と

い
ふ
ハ
ば
た
ん
と
落
る
に
ち
か
く
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
ハ
あ
ほ
う

に
近
し

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
上
99

石
田
検
校

将
某
の
名
代

身
体
性

超
越
性

稿
本
・
四
106

石
村
検
校

〔
竹
原
物
語　

上
〕

身
体
性

遊
興
性

稿
本
・
四
106

イ
タ
カ

〔
倭
訓
栞
〕
イ
タ
カ
、
職
人
尽
歌
合
に
流
し
灌
頂
を
し
て
物

も
ら
ふ
者
を
い
へ
り
、
今
も
都
に
ハ
か
ゝ
る
も
の
あ
り

身
体
性

不
完
全
性

稿
本
・
四
41

＊
イ
タ
リ
ネ
コ

「
イ
タ
リ
猫
」。
物
類
称
呼
。
猫
上
総
に
て
山
ネ
コ
、
此
ハ
家

に
か
ハ
さ
る
猫
な
り
、
関
西
東
武
と
も
に
ノ
ラ
ネ
コ
と
よ

ぶ
、
東
国
に
て
ヌ
ス
ビ
ト
（
盗
人
）
ネ
コ
と
云
、
又
イ
タ
リ

ネ
コ
と
も
云

比
喩
性

人
外
性
、
非
道
性

稿
本
・
四
41

一
盲
衆
盲
を
引

〔
無
門
関
〕
云

身
能
捨
命
一
盲
引
衆
盲

身
体
性

不
完
全
性
、
超
越
性

俚
言
・
上
169

一
夜
検
校

〔
犬
子
集
〕
け
ふ
ハ
は
や
衣
を
著
か
へ
香
を
焼
付
句
た
し
な

み
深
き
一
夜
検
校
。（
一
夜
で
成
り
上
が
っ
た
者
の
比
喩
〔
日

本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

侮
蔑
性

俚
言
・
上
173

一
寸
法
師

侏
儒
を
云

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
195
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典

犬
神

巫
蠱
の
術
を
す
る
者
也
、
四
国
に
あ
り
と
い
ふ
、
蛇
神
狐
惑

の
類
也
、〔
醍
醐
随
筆
〕
四
国
あ
た
り
に
犬
神
と
い
ふ
事
あ

り
、
犬
神
を
も
ち
た
る
人
た
れ
に
て
も
に
く
し
と
お
も
へ
ハ

件
の
犬
神
忽
つ
き
て
身
心
悩
乱
し
て
病
を
う
け
も
し
ハ
死
す

る
と
云

精
神
性
、
身
体
性

異
常
性
、
人
外
性
、

怪
奇
性

俚
言
・
上
220

犬
の
屎
癩
の
や
う
に
い
ふ

人
を
口
キ
タ
ナ
ク
い
ふ
也

身
体
性
、
比
喩
性

人
外
性
、
害
悪
性

俚
言
・
上
224

犬
び
と

吠
声
を
発
す
る
隼
人
を
い
ふ

身
体
性
、
比
喩
性

人
外
性
、
異
常
性

俚
言
・
上
226

犬
目

涙
の
な
き
眼
を
云

身
体
性
、
比
喩
性

人
外
性
、
不
完
全
性

俚
言
・
上
227

異
類
異
形

身
体
性

異
常
性
、
人
外
性

稿
本
・
四
15

い
れ
め

目
の
し
ひ
た
る
も
の
仮
に
目
を
硝
子
な
ど
に
て
造
り
嵌
る
を

い
ふ
な
り

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
260

い
ろ
き
ち
が
ひ

色
情
に
因
て
発
狂
し
た
る
人
を
い
ふ

精
神
性

異
常
性
、
害
悪
性

俚
言
・
上
262

＊
う
つ
け
た
る
者

「
あ
や
め
」。
う
つ
け
た
る
者
を
鼻
毛
、
タ
イ
ゲ
ン
、
ア
ヤ

メ
、
フ
ン
チ
ウ
、
ハ
ナ
ダ
ラ
、
ア
ホ
ウ
、
ホ
レ
モ
ノ
、
な

ど
ゝ
仮
初
に
も
云
べ
か
ら
ず

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
異
常

性
、
基
準
性

俚
言
・
上
104

＊
ウ
ド

「
結
構
ハ
馬
鹿
の
唐
名
」。
ウ
ド
と
い
ふ
は
タ
ハ
ケ
の
唐
名
な
り

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
839

う
ま
ず
女

〈
ウ
マ
ズ
メ
〉
石
女

身
体
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
上
332

疫
鬼

〔
太
平
記
廿
三
〕
我
已
疫
気
に
魂
を
被
奪

精
神
性

怪
奇
性
、
不
完
全
性

俚
言
・
上
359

老
て
再
ひ
児
と
な
る

〔
弁
慶
物
語
他
〕
名
木
も
老
て
ハ
愚
に
や
返
り
花

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
381

老
ぼ
れ

ホ
レ
は
俗
ニ
い
ふ
ボ
ケ
也

知
性
、
身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
382

老
を
噛
〈
カ
ム
〉

〔
鷹
筑
波
〕
オ
イ
ヲ
カ
ム
歯
も
落
ち
ぶ
れ
て
見
苦
し
や
と
い

ふ
る
に　

高
野
聖
を
畏
（
ヲ
ド
）
す
む
く
犬
（
毛
が
ふ
さ
ふ

さ
の
犬
）

身
体
性

不
完
全
性
、
醜
怪
性

俚
言
・
上
382

お
釡

俗
に
臀
を
オ
釡
と
い
ふ
、
俗
に
衆
道
を
オ
釡
と
い
ふ
、〔
本

朝
俚
諺
〕
に
本
国
の
俗
妻
を
呼
て
お
釡
と
云
（
略
）
男
色
を

お
釡
と
い
ふ
ハ
い
つ
比
よ
り
始
り
し
や

精
神
性
、
比
喩
性

俚
言
・
上
385
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典

唖

オ
シ
と
も
オ
フ
シ
又
オ
シ
コ
ロ
と
も
い
ふ
、
唖
児
の
義
。〔
新

撰
字
鏡
〕
暗
瘖

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
397

オ
シ
コ
ロ

唖
児
の
義
に
て
ロ
ハ
助
辞

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
397

推
つ
ん
ぼ
う

〔
和
歌
民
の
か
ま
と
〕

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
398

唖
の
一
声

此
ハ
鴛
鴦
（
ヲ
シ
ド
リ
）
の
一
声
と
い
ふ
諺
を
秀
句
に
唖
の

か
た
に
も
い
ひ
て
一
の
諺
と
な
れ
る
な
り

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
399

唖
の
夢
み
る
か
如
し

〔
本
朝
俚
諺
〕。（「
お
し
の
夢
」
思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
こ

と
ば
に
出
し
て
は
っ
き
り
と
説
明
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ

と
を
い
っ
た
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
399

お
大
名

癩
病
の
血
脈
あ
る
者
の
家
を
い
ふ
家
筋
で
人
が
避
よ
け
る
と

云
喩
な
り

身
体
性
、
比
喩
性

忌
避
性

俚
言
・
上
404

鬼
に
瘤
と
ら
る
ゝ

〔
俗
諺
集
〕
宇
治
拾
遺
物
語
に
云
る
は
（
略
）
人
の
額
に
有

け
る
瘤
を
質
に
と
り
て
さ
り
ぬ
（
略
）
か
の
人
の
隣
に
瘤
あ

る
人
こ
の
事
を
聞
て
う
ら
や
ま
し
く
（
略
）
瘤
の
う
へ
に
こ

ぶ
を
か
さ
ね
て
な
く
〳
〵
家
に
帰
り
け
り
〈
富
貴
利
達
を
う

ら
や
み
て
身
に
う
ま
れ
付
ぬ
幸
を
求
る
も
の
ゝ
戒
〉

身
体
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
上
418－

419

オ
フ
シ

於
不
志
。
唖
、
オ
シ
。

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
397

親
に
似
ぬ
子
ハ
鬼
子

愚
案
、
諺
の
鬼
子
と
云
ハ
不
肖
を
詈
（
の
の
し
り
）
て
い
へ

る
也

知
性

侮
蔑
性

俚
言
・
上
458

＊
頑

「
お
ろ
か
」。
一
向
に
愚
鈍
な
る

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

お
ろ
者

癡
人
を
い
ふ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
464

＊
騃

「
お
ろ
か
」。
理
解
の
で
き
ぬ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

下
愚

か
ぐ
ハ
愚
人
の
甚
し
き
を
い
ふ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
504

影
の
病

離
魂
病
。
影
の
煩
と
も
云

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
517

籠
鼻

人
鼻
の
き
か
ざ
る
を
云

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
521

籠
耳

〔
毛
吹
草
、
吾
吟
我
集
〕
み
る
事
の
め
に
は
と
ま
ら
ず
き
く

こ
と
の
籠
耳
に
し
て
み
な
わ
す
れ
み
す

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
522
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典

＊
カ
ゴ
耳

「
ざ
る
耳
」。
江
戸
に
て
カ
ゴ
耳
と
云
、
忘
れ
易
き
を
云
ふ

知
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
中
234

瘡
あ
た
ま
を
掻
散
し
た
や
う

か
さ
ハ
皮
膚
に
生
す
る
病
の
總
名
な
り

身
体
性

嫌
悪
性

俚
言
・
上
522

か
し
こ
か
ら
ず

〔
シ
カ
タ
咄
〕
一
の
十
番
、
昔
カ
シ
コ
ウ
も
な
き
者
あ
り

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
530

片
ち
ん
ハ

ち
ん
ば
と
い
ふ
に
同
し

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
551

片
羽

〔
古
言
梯
〕
残
廃
篤
注
不
具
人
也
、
片
羽
の
意

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
554

＊
缺
者

「
片
羽
」

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
554

＊
頑

「
片
羽
」。
カ
タ
ハ
、
カ
タ
ホ

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
554

片
輪

愚
按
、
不
具
の
人
を
カ
タ
ハ
と
云
は
片
羽
の
意
と
云
り
、
輪

に
非
ず
（
略
）
不
具
の
人
に
片
輪
を
用
る
ハ
非
也
、
然
れ
ど

も
俗
の
片
輪
に
誤
れ
る
も
あ
ま
ね
き
こ
と
な
れ
ば
別
に
挙
け

お
く
な
り

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
559

か
た
は

見
苦
し
い
、
ふ
つ
が
う
な
、
片
羽
也
、
不
成
人
、
不
仁

身
体
性

不
完
全
性
、
醜
怪
性

俚
言
・
上
559

偏
び
つ
こ

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
555

片
目

一
眼
を
云
ふ
又
片
目
の
が
ん
ち
（
頑
痴
）

身
体
性
、
知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
558

＊
片
目
の
が
ん
ち

「
片
目
」。
片
目
の
が
ん
ち
（
頑
痴
）

身
体
性
、
知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
558

癩
〈
カ
タ
ヰ
〉

人
を
詈
て
云
、〔
宇
治
拾
遺
〕
心
な
し
の
カ
タ
ヰ
、
所
に
よ

り
乞
食
を
カ
タ
ヰ
と
云
、
癩
疾
、〔
和
訓
栞
〕
道
路
の
か
た

は
ら
に
居
て
物
を
乞
ハ
傍
居
と
云
に
や
、
今
の
俗
は
癩
人
を

か
く
よ
べ
り

身
体
性
、
比
喩
性

異
常
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
上
559

か
た
ゐ

〔
風
俗
文
選　

二
〕
乞
丐
坂
の
石
乞
食
を
い
ふ
、
又
癩
病
人

を
い
ふ
、
又
人
を
罵
り
て
呼
ふ
語
、〔
玉
か
つ
ま　

八
〕
あ

る
人
の
い
は
く
俗
に
癩
病
を
か
た
ゐ
と
い
ふ
は
害
大
の
字
な

り
（
略
）
こ
の
た
ぐ
ひ
の
説
は
打
き
く
に
は
う
へ
〳
〵
し
く

き
こ
ゆ
れ
ど
も
よ
く
お
も
へ
ば
み
な
あ
た
ら
ぬ
こ
と
な
り

（
略
）
癩
病
人
を
か
た
ゐ
と
い
ふ
は
乞
児
よ
り
う
つ
れ
る
こ

と
ば
な
り
、
そ
は
い
と
こ
と
な
る
が
ご
と
く
な
れ
ど
人
を
い

や
し
め
に
く
み
て
か
た
ゐ
と
い
へ
る
こ
と
あ
れ
ば
そ
れ
よ
り

い
で
た
る
な
り

身
体
性

異
常
性
、
嫌
悪
性
、

侮
蔑
性

俚
言
・
上
559－

560
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典

癩
石

奈
良
坂
に
石
あ
り
、
腰
か
け
れ
ば
ゑ
た
仲
間
に
入
れ
る
と
云

身
体
性
、
比
喩
性

俚
言
・
上
568

癩
畜
生

人
を
卑
〈
イ
ヤ
シ
メ
〉
云
ふ
辞
な
り
、
西
洋
人
の
人
を
卑
し

め
罵
る
こ
と
ば
に
ゴ
ツ
テ
ー
ム
ス
〈
か
た
ゐ
の
意
か
〉
と
い

う
こ
と
あ
り
、
其
意
義
い
ま
だ
詳
な
ら
さ
れ
ど
も
懐
ふ
に
此

等
の
言
に
類
せ
る
な
ら
ん

身
体
性
、
比
喩
性

忌
避
性
、
嫌
悪
性

俚
言
・
上
568

癩
と
棒
打

癩
と
棒
チ
キ
リ
と
も
い
う
（
癩
〔
か
っ
た
い
〕
と
の
争
い
、

不
釣
り
合
い
で
無
益
な
争
い
）

身
体
性
、
比
喩
性

無
益
性

俚
言
・
上
568

癩
ま
ゆ
げ

カ
ツ
タ
ヰ
眉
毛
と
て
男
子
の
眉
を
細
く
作
る
事

身
体
性
、
比
喩
性

俚
言
・
上
568

癩
村

身
体
性

俚
言
・
上
568

鐵
聾

〈
カ
ナ
ツ
ン
ボ
〉〔
方
言
〕
聾
之
甚
者

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
579

鐘
扣

〈
カ
ネ
タ
タ
キ
〉
乞
食
也
。
目
ツ
カ
チ
・
提
灯
カ
ネ
タ
ヽ
キ

な
ど
云

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
585

か
は
た

屠
児
を
カ
ハ
タ
と
云
所
あ
り
、
皮
を
ハ
ク
義
な
る
歟
、
カ
タ

ヰ
の
転
な
る
歟

身
体
性

俚
言
・
上
592

か
ら
女

石
女
也
、
ウ
マ
ヅ
メ
と
云

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
上
667

眼
一
〈
ガ
ン
チ
〉

世
人
独
眼
人
を
カ
ヌ
チ
と
い
ふ
は
鍛
工
の
祖
神
ニ
天
ノ
目
一

箇
ノ
命
の
名
あ
る
を
も
て
也
と
い
へ
り
、
さ
れ
ど
ガ
ン
チ
と

い
へ
ば
眼
一
の
音
也
と
も
い
へ
り

身
体
性
、
比
喩
性

超
越
性

俚
言
・
上
642

か
ん
ね
エ

長
崎
に
て
発
達
お
そ
き
小
児
の
こ
と

重
複
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
645

き
か
じ

南
部
に
て
聾
の
こ
と

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
683

聞
ず
坐
頭

能
狂
言

身
体
性

不
完
全
性
、
遊
興
性

俚
言
・
上
683

気
ち
が
ひ

顛
風

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
705

き
ち
か
ひ
な
す

曼
荼
羅
華
こ
の
も
の
毒
に
あ
た
り
て
発
狂
し
た
る
に
ハ
茶
を

の
ま
せ
て
妙
な
り

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
705

気
違
日
和

（
晴
雨
の
定
ま
ら
な
い
不
順
な
天
候
。
気
違
い
天
気
〔
日
本

国
語
大
辞
典
〕）

精
神
性
、
比
喩
性

異
常
性

俚
言
・
上
705
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典

気
違
も
独
ハ
く
る
ハ
ぬ

（「
き
ち
が
い 

も 

独
（
ひ
と
）
り
狂
（
く
る
）
わ
ぬ
」
精
神

状
態
が
尋
常
で
な
い
人
で
も
、
何
か
わ
け
が
な
け
れ
ば
ひ
と

り
で
に
狂
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

精
神
性

異
常
性
、
忌
避
生

俚
言
・
上
705

気
違
よ
ほ
う
さ
い
よ

〔
俳
諧
節
用
集
〕
寛
永
の
比
泡
斎
踊
と
い
ふ
は
や
り
た
り
と

な
り
、
さ
て
此
の
泡
斎
踊
が
気
違
の
お
と
り
狂
ふ
に
似
た
る

よ
り
い
へ
る
な
る
べ
し

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
705

＊
鬼
畜

「
恩
を
受
て
恩
を
し
ら
ぬ
ハ
鬼
畜
の
ご
と
し
」

精
神
性

不
完
全
性
、
非
道
性

俚
言
・
上
449

狐
格
子

盲
人
の
〔
当
道
記
録
〕
に
検
校
の
家
作
に
狐
戸
釣
た
る
家
云

云
、
こ
れ
ハ
格
子
あ
る
蔀
（
し
と
み
）
な
る
べ
し

身
体
性

俚
言
・
上
710

狐
つ
き

狐
魅

精
神
性

異
常
性
、
人
外
性

俚
言
・
上
711

気
病

（「
き
や
み
」
心
配
や
気
苦
労
か
ら
起
こ
る
病
気
。
憂
鬱
症

〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
720

き
や
み

気
病
に
て
思
ひ
労
れ
て
病
に
な
り
し
こ
と

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
743

狂
女

（
き
ょ
う
じ
ょ
）

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
739

＊
狂
人
く
る
へ
ハ
不
狂
人
と
も

云

「
狂
人
走
れ
ハ
不
狂
人
も
走
る
」。（「
き
ょ
う
じ
ん 

走
（
は

し
）
れ
ば
不
狂
人
（
ふ
き
ょ
う
じ
ん
）
も
走
（
は
し
）
る
」

人
は
と
か
く
他
人
の
し
り
に
つ
い
て
行
動
し
が
ち
で
あ
る
こ

と
の
た
と
え
。
一
匹
の
馬
が
狂
え
ば
千
匹
の
馬
が
狂
う
。
付

和
雷
同
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

精
神
性
、
比
喩
性

異
常
性

俚
言
・
上
737

狂
人
走
れ
ハ
不
狂
人
も
走
る

〔
世
話
尽
、
つ
れ
〳
〵
草
〕
狂
人
の
真
似
と
て
大
路
を
走
れ

ハ
則
狂
人
也
、
悪
人
の
真
似
と
て
人
を
殺
さ
ば
悪
人
也

精
神
性
、
比
喩
性

異
常
性
、
害
悪
性

俚
言
・
上
737

＊
愚

「
お
ろ
か
」

知
性

無
益
性

俚
言
・
上
463

愚

お
ろ
か
な
る
こ
と

知
性

無
益
性

俚
言
・
上
760

＊
ク
サ
イ
者

「
息
ノ
香
ノ
臭
キ
ハ
主
シ
ラ
ス
」（
自
分
の
息
の
臭
い
こ
と

は
、
自
身
で
は
気
が
つ
か
な
い
。
自
分
の
欠
点
は
気
づ
く
の

が
難
し
い
と
い
う
た
と
え
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）。
ク
サ
イ

者
身
シ
ラ
ス

身
体
性

異
常
性
、
基
準
性

稿
本
・
四
93

愚
者
千
慮
有
一
得

〔
史
記
淮
陰
侯
伝
〕智
者
千
慮
必
有
一
失
、
愚
者
千
慮
必
一
得

知
性

基
準
性

俚
言
・
上
767
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典

＊
愚
将

「
犬
死
」。〔
籾
井
家
日
記
〕
愚
将
の
下
に
立
つ
も
の
ハ
皆
犬

死
畜
生
神
と
い
ふ
に
な
り
て
一
代
の
存
念
ハ
水
に
な
り
申
事

知
性
、
比
喩
性

害
悪
性

俚
言
・
上
223

＊
愚
人

「
隠
し
て
の
信
ハ
顕
れ
て
の
徳
」。〔
義
貞
記
〕
愚
人
の
前
な
り

と
も
人
中
に
終
に
隔
あ
ら
し
泥
智
高
貴
ハ
い
ふ
も
さ
ら
な
り

知
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
上
507

愚
人
な
つ
の
む
し

と
ん
で
火
に
い
る
、
い
し
を
い
た
ゞ
き
て
淵
に
入

知
性
、
比
喩
性

侮
蔑
性

俚
言
・
上
767

＊
グ
ダ
マ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
奥
州
に
て
、
馬
鹿
、
ア
ホ
ウ
、

タ
ワ
ケ

知
性

不
完
全
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
上
463

く
る
ひ

狂
を
訓
り
又
〔
霊
異
記　

中
〕
若
託
鬼
邪
、
訓
釈
、
託
（
ク

ル
ヘ
ル
）

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
795

く
る
ひ
死

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
795

く
る
ふ

狂
ハ
常
と
ち
が
ひ
た
る
な
り
、
風
ハ
心
の
す
わ
ら
ぬ
こ
と

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
上
795

黒
坊

〔
続
無
名
抄　

上
〕
因
州
鹿
野
と
い
ふ
所
に
長
七
尺
の
男
あ

り
、
崑
崙
国
の
者
也
、
高
麗
陣
の
時
捕
は
れ
て
来
り
し
、
色

油
煙
の
墨
の
如
し
、
常
に
崑
崙
坊
と
い
ふ
、
幼
き
も
の
恐
れ

お
の
ゝ
き
し
（
略
）
扨
又
本
色
の
黒
き
も
の
を
黒
坊
と
云
俗

語
ハ
あ
り
し
を
崑
崙
奴
の
色
黒
き
を
俗
語
の
ク
ロ
ン
バ
ウ
に

い
ふ
な
し
ゝ
が
崑
崙
の
字
音
の
近
き
に
因
て
崑
崙
坊
の
字
を

も
く
ろ
ん
ば
う
と
訓
み
な
す
事
に
な
り
し
な
る
べ
し
、
如
今

も
長
崎
に
て
は
崑
崙
奴
を
ク
ロ
ン
バ
ウ
と
云
也

身
体
性

異
常
性
、
嫌
悪
性

俚
言
・
上
801－

802

け
い
か
ん

鶏
姦
ハ
男
色
に
同
し

精
神
性

異
常
性
、
人
外
性

俚
言
・
上
814

結
構
ハ
馬
鹿
の
唐
名

〔
為
愚
痴
物
語
〕。（「
結
構
（
け
っ
こ
う
）
は
阿
房
（
あ
ほ

う
）
の
唐
名
（
か
ら
な
）」
人
が
よ
す
ぎ
る
の
は
、
ば
か
と

同
じ
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

知
性
、
比
喩
性

侮
蔑
性

俚
言
・
上
839

け
ん
つ
う

女
の
髪
の
少
な
き
を
俗
に
お
け
ん
つ
う
と
云
、
江
戸
詞
也

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
857

心
か
ら
乞
児
〈
カ
ツ
タ
イ
〉
と

な
る

〔
大
倭
故
事
〕

身
体
性
、
知
性

侮
蔑
性

俚
言
・
中
29

腰
が
二
重
〈
フ
タ
ヘ
〉
に
な
る
〔
夫
木
〕
老
ら
く
の
腰
ふ
た
へ
な
る
身
な
れ
と
も
卯
杖
を
つ

き
て
わ
か
な
を
ぞ
つ
む

身
体
性

不
完
全
性
、
畏
敬
性

俚
言
・
中
39
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典

御
前
〈
ゼ
〉

高
貴
の
人
を
御
前
と
云
、
又
婦
人
を
某
御
前
と
云
、
夫
よ
り

転
し
て
盲
女
を
盲
御
前
、
又
省
い
て
御
前
と
ば
か
り
云

身
体
性

不
完
全
性
、
畏
敬
性

俚
言
・
中
49

ご
せ

目
し
ひ
女
を
ご
せ
と
い
ふ
ハ
盲
御
前
と
い
ひ
し
を
略
し
て
御

前
〈
ゴ
ゼ
〉
と
ば
か
り
い
ひ
し
な
る
べ
し

身
体
性

不
完
全
性
、
畏
敬
性

俚
言
・
中
49

五
体
不
具

一
頭
両
手
両
足
に
缺
処
あ
る
を
い
ふ

重
複
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
54

薦
か
ぶ
り

非
人
、
道
路
に
伏
せ
る
物
貰
を
云

重
複
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
106

ご
ろ

佐
渡
に
て
唖
を
い
ふ

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
117

妝
憨
児

〈
さ
う
か
ん
じ
〉
つ
く
り
あ
ほ
う

知
性

詐
称
性

俚
言
・
中
137

座
敷
牢

狂
人
な
ど
座
敷
に
閉
ぢ
こ
め
置
を
い
ふ

精
神
性

異
常
性
、
害
悪
性
、

忌
避
性

俚
言
・
中
171

座
頭

瞽
者
の
官
名
也
、
今
ハ
盲
人
を
見
れ
ば
座
頭
と
い
ひ
剃
髪
を

見
れ
ば
坊
主
と
云
也

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
183

＊
座
頭

「
弾
左
衛
門
由
緒
書
」

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
585

ざ
と
う
鯨

眼
極
め
て
細
く
盲
に
類
す

身
体
性
、
比
喩
性

俚
言
・
中
183

座
頭
行
儀

モ
テ
ナ
シ
の
饌
菓
な
ど
を
包
み
も
て
か
へ
る
を
云

身
体
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
中
183

座
頭
根
性

（
疑
い
深
く
な
り
や
す
く
ひ
が
み
や
す
い
性
格
〔
日
本
国
語

大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

嫌
悪
性

俚
言
・
中
183

座
頭
さ
へ
京
へ
上
る

身
体
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
中
183

座
頭
す
ま
ふ

（
座
頭
相
撲
）
江
戸
名
物
鑑
〈
寛
延
よ
り
明
和
頃
ま
て
〉
座

頭
す
ま
ふ
、
の
ば
す
手
ハ
な
で
る
や
う
な
る
柳
か
な
風
潮

身
体
性
、
比
喩
性

遊
興
性

俚
言
・
中
183

座
頭
に
沸
湯
を
あ
び
せ
る
や
う
（「
座
頭
に
煮
え
湯
を
浴
び
せ
る
」
相
手
が
知
ら
な
い
こ
と
に

つ
け
こ
ん
で
、
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
す
る
こ
と
〔
日
本
国
語
大

辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
足
駄
に
物
の
は
さ
ま
り

た
る
や
う

〔
ニ
ギ
ハ
ヒ
草
〕
盲
者
の
足
駄
に
物
の
と
ま
り
た
る
類

身
体
性
、
比
喩
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
あ
た
ま
を
戸
板
で
た
ゝ
く

身
体
性
、
比
喩
性

侮
蔑
性

俚
言
・
中
184
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典

座
頭
の
垣
の
ぞ
き

身
体
性
、
比
喩
性

無
益
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
ぐ
し

（
剃
髪
し
て
い
る
の
で
、
櫛
は
不
要
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

無
用
で
あ
る
こ
と
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

無
益
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
素
麺
く
ふ
や
う

〔
尤
草
子
〕
身
く
る
し
き
物
の
品
々
座
頭
の
素
麺
喰

身
体
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
杖
を
失
ふ
や
う

（「
ざ
と
う
の
杖
を
離
れ
た
よ
う
」
頼
り
に
す
る
も
の
か
ら
遠

の
い
た
り
、
そ
れ
を
な
く
し
た
り
す
る
さ
ま
〔
日
本
国
語
大

辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
基
準
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
中
座
敷

（
座
敷
の
中
央
に
出
て
す
わ
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
か
〔
日

本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
ね
い
る
と
月
夜
の
明
る

ハ
人
し
ら
ず

〔
世
話
尽
〕（
座
頭
は
ま
ぶ
た
を
と
じ
て
い
る
か
ら
、
い
つ
寝

入
っ
た
の
か
人
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
い
っ
た
。
月
夜
も

明
る
い
の
で
、
い
つ
夜
が
明
け
た
の
か
わ
か
ら
な
い
う
ち
に

朝
が
来
る
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
日
高
に
着
た
や
う

御
前
の
日
高
に
着
く
や
う
（
旅
を
す
る
座
頭
が
ま
だ
日
の
高

い
う
ち
に
宿
に
着
い
て
し
ま
い
、
な
す
こ
と
も
な
く
い
る
状

況
か
ら
、
遅
れ
る
は
ず
の
も
の
が
意
外
に
早
く
目
的
地
に
着

い
た
こ
と
を
た
と
え
て
い
っ
た
。
ま
た
、
物
事
が
早
く
す
ん

だ
た
め
、
手
持
ち
無
沙
汰
で
あ
る
こ
と
を
た
と
え
て
い
っ
た

〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
昼
寝
も
あ
て
〳
〵

身
体
性
、
比
喩
性

俚
言
・
中
184

座
頭
の
よ
ば
ひ
杖
を
つ
く

〔
江
戸
町
名
俳
諧
正
保
三
年
板
〕
座
頭
ハ
杖
に
つ
く
竹
屋
町

夜
這
に
ハ
油
町
な
る
火
を
し
め
し
今
も
大
津
絵
に
裸
の
座
頭

か
け
る
ハ
此
諺
な
り
と
信
節
云

身
体
性

侮
蔑
性

俚
言
・
中
184

座
頭
ハ
牛
七
匹
程
す
ね
る

〔
世
話
尽
〕（
座
頭
が
、
概
し
て
ひ
が
み
心
が
強
く
、
我
意
を

張
り
通
そ
う
と
す
る
こ
と
を
い
っ
た
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）
身
体
性
、
比
喩
性

嫌
悪
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
中
184

座
頭
を
川
中
で
剥
く

身
体
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
中
184

猿
児

或
云
西
行
伊
勢
の
道
中
に
て
芻
童
の
木
に
の
ほ
り
た
る
を
見

て
サ
ル
チ
ゴ
と
見
る
よ
り
木
に
ぞ
の
ぼ
り
け
る
と
口
占
し
け

れ
ば
犬
の
や
う
な
る
法
師
来
れ
ば
と
い
へ
り
と
ぞ

身
体
性

超
越
性
、
人
外
性

俚
言
・
中
231



─ 74 ─

近
世
辞
書
『
俚
言
集
覧
』
に
み
え
る
〈
障
害
〉
表
現

項　
　
　

目

説　
　
　

明　
　
　

文

類　
　

型

認　
　

識

出　

 

典

ざ
る
耳

備
後
あ
た
り
に
て
云
ふ
、
江
戸
に
て
カ
ゴ
耳
を
云
、
忘
れ
易

き
を
云
ふ

知
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
中
234

三
人
か
た
わ

能
狂
言

身
体
性

娯
楽
性

俚
言
・
中
211

三
病
疾

〔
和
訓
栞
〕
ミ
ツ
ノ
ヤ
マ
ヒ
、
物
に
癩
病
の
事
を
い
へ
り
、

今
三
病
の
音
を
呼
べ
る
是
也
、
大
風
麻
（
痲
）
風
癘
風
の
三

ツ
を
い
ふ
に
や

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
214－

215

＊
三
病
ヤ
ミ

「
癩
」。
癩
疾

身
体
性

異
常
性
、
忌
避
性

俚
言
・
上
559

四
度

（
し
ど
）
瞽
者
の
官

身
体
性

俚
言
・
中
290

＊
死
テ
の
長
者
よ
り
生
テ
の
カ

ツ
タ
イ

「
死
で
の
長
者
よ
り
生
て
の
貧
人
」

身
体
性

基
準
性

俚
言
・
中
331

十
九
日

馬
鹿
と
云
事
、
草
書
の
十
九
日
の
字
平
仮
名
の
十
九
日
の
如

く
か
け
ハ
ば
か
に
よ
め
る
に
似
た
り

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
308

衆
道

〔
倭
漢
三
才
図
会
〕
男
色
、
俗
云
衆
道
、
釈
氏
の
語
な
り
非

道
と
い
ふ
に
同
じ

精
神
性
、
身
体
性

非
道
性

俚
言
・
中
370

十
の
島

大
坂
に
て
ア
ホ
ウ
の
事
を
十
の
島
と
云
、
平
仮
名
の
あ
ほ
の

字
十
の
し
ま
な
れ
ば
也

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
312

＊
侏
儒

「
伶
人
」（
楽
官
、
俳
優
、
侏
儒
）。（
背
丈
の
低
い
人
。
こ
び

と
。
一
寸
法
師
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性

不
完
全
性
、
遊
興
性

俚
言
・
下
681

出
頭
鼻
を
つ
く
座
頭
目
を
つ
く

身
体
性
、
比
喩
性

無
益
性

俚
言
・
中
371

址
溜
子

蛇
つ
か
い
の
乞
食
な
り

重
複
性

娯
楽
性

俚
言
・
中
391

白
人

〈
シ
レ
ヒ
ト
〉〔
斉
東
俗
談
〕
所
謂
白
癡
シ
レ
モ
ノ
、
万
葉
集

愚
人
シ
レ
タ
ル
ヒ
ト
、
俗
に
シ
ロ
ウ
ト
は
シ
レ
ヒ
ト
の
転
す

る
な
り
、
愚
案
、
白
ハ
素
也
素
ハ
タ
ヽ
也
タ
ヽ
ハ
従
也
直

也
、
白
人
は
タ
ヽ
ヒ
ト
也

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
400

白
者
〈
シ
レ
モ
ノ
〉

〔
今
昔
物
語
〕
白
痴
〈
シ
レ
モ
ノ
〉
め

知
性

不
完
全
性
、
害
悪
性

俚
言
・
中
397

す
ぢ

癩
病
の
種
を
ス
ヂ
ガ
悪
イ
と
云

身
体
性

忌
避
性

俚
言
・
中
424

捨
扶
持

武
家
の
代
由
緒
あ
る
老
幼
廃
疾
者
な
と
に
遣
は
す
些
少
の
禄
米

重
複
性
、
比
喩
性

無
益
性

俚
言
・
中
428
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典

す
は
ら

子
を
産
ざ
る
婦
人
を
い
ふ
、
素
腹
の
義
な
る
べ
し

身
体
性

無
益
性

俚
言
・
中
432

＊
セ
イ
フ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
伊
勢
に
て
、
馬
鹿
、
ア
ホ
ウ
、

タ
ワ
ケ

知
性

不
完
全
性
、
嫌
悪
性

俚
言
・
上
463

小
鬼
頭

（
せ
う
き
と
う
）小
び
ッ
ち
ょ
め
と
罵
る
こ
と
、
又
小
鬼
頭
児

身
体
性

異
常
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
中
456

蝉
丸

〔
東
斎
随
筆
〕
逢
坂
の
蝉
丸
式
部
卿
敦
実
親
王
の
雑
色
也

（
略
）
盲
目
の
琵
琶
引
こ
と
ハ
始
な
り

身
体
性

畏
敬
性

俚
言
・
中
476

せ
ん
せ
い
さ
ん

佐
渡
に
て
盲
人
を
い
ふ

身
体
性

俚
言
・
中
482

禅
門

〔
物
類
称
呼
〕
モ
ノ
モ
ラ
ヒ
、
肥
ノ
唐
津
又
薩
摩
日
向
に
て

ゼ
ン
モ
ン
と
云

身
体
性

無
益
性

俚
言
・
中
489

道
中
乞
食

（
だ
う
ち
ゅ
う
こ
じ
き
）

重
複
性

無
益
性

俚
言
・
中
539

＊
た
け
高
く
お
そ
ろ
し
げ
な
る

女

「
悪
魔
あ
ら
ひ
」。
婚
礼
の
行
列
の
中
に
悪
魔
あ
た
ひ
と
て
た

け
高
く
お
そ
ろ
し
げ
な
る
女
の
顔
を
す
さ
ま
し
く
色
ど
り
髪

を
み
だ
し
て
召
つ
る
ゝ
事
今
世
上
に
は
や
る
事
也

身
体
性

超
越
性
、
招
福
性

俚
言
・
上
24

た
ハ
け

〔
日
本
紀
〕
淫
タ
ハ
ケ
戯
と
同
訓
義
也
（
略
）
愚
按
、
俗
言

に
馬
鹿
と
い
ふ
に
同
し
、
戯
楽
を
極
む
る
ハ
即
俗
信
の
馬
鹿

を
尽
す
也

知
性

侮
蔑
性

俚
言
・
中
573－

574

た
ふ
る

〔
倭
名
鈔
〕
癲
狂
太
布
流
、
俗
云
毛
乃
久
流
比
（
気
の
狂
い
）、

愚
按
、
太
布
流
ハ
（
略
）
倒
の
意
な
る
べ
し
、
因
て
思
ふ
に
誑

を
太
布
良
加
寸
と
訓
る
も
亦
狂
字
の
訓
義
よ
り
出
た
る
か
歟

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
中
578

＊
ダ
ボ
ウ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
信
濃
に
て
、
馬
鹿
、
ア
ホ
ウ
、

タ
ワ
ケ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

太
郎
左
衛
門
が
出
居
の
烏
帽
子
〔
醒
睡
笑
〕
躻
〈
ウ
ツ
ケ
〉
の
條
に
七
月
風
流
を
他
郷
に
か

く
る
太
郎
左
衛
門
と
云
地
下
の
年
寄
（
略
）
躻
た
る
土
民
に

此
烏
帽
子
風
流
に
入
る
も
の
ぞ
そ
ち
に
渡
す
と
い
ひ
教
即
彼

出
居
に
置
ぬ
（
略
）
い
つ
れ
も
時
の
筈
に
は
あ
は
ぬ
を
は
太

郎
左
衛
門
が
出
居
の
烏
帽
子
と
ぞ
い
ふ

知
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
中
591

打
老
鼠

男
色
の
こ
と

精
神
性

人
外
性

俚
言
・
中
591

＊
ダ
ラ
ケ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
越
中
に
て
、
馬
鹿
、
ア
ホ
ウ
、

タ
ワ
ケ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463
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典

＊
ダ
ラ
ズ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
因
幡
に
て
、
馬
鹿
、
ア
ホ
ウ
、

タ
ワ
ケ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

＊
タ
ワ
ケ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
田
分
也
と
い
ふ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

＊
痴

「
お
ろ
か
」。
小
ざ
か
し
く
（
小
賢
し
く
）
な
き

知
性

無
益
性

俚
言
・
上
463

＊
畜
生

「
恩
を
受
て
恩
を
し
ら
ぬ
は
鬼
畜
の
如
し
」。
恩
を
し
ら
ぬ
ハ

畜
生
と
も
云

精
神
性

人
外
性

俚
言
・
上
449

畜
生
そ
だ
て

子
生
れ
て
産
湯
を
つ
か
ハ
せ
ず
胎
髪
を
剃
す
凡
て
畜
生
の
如

く
無
造
作
に
し
て
そ
だ
つ
れ
ば
其
児
無
病
な
り
と
云
、
是
を

畜
生
そ
だ
て
と
云

身
体
性

超
越
性

俚
言
・
中
605

地
獄
腹

女
子
ば
か
り
産
す
る
を
地
獄
腹
と
云

身
体
性

無
益
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
中
609

智
者
の
敵
と
ハ
な
る
と
も
愚
者

を
友
と
せ
ざ
れ

〔
活
版
曽
我
物
語
他
〕

知
性

忌
避
性
、
害
悪
性

俚
言
・
中
611

癡
人
面
前
莫
説
夢

（
ち
じ
ん
め
ん
ぜ
ん
夢
を
説
く
な
か
れ
）

知
性

無
益
性

俚
言
・
中
610

痴
性
発
作

あ
ほ
う
の
こ
と
を
思
ふ
な
り

知
性

異
常
性
、
嫌
悪
性

俚
言
・
中
611

長
吏

〈
ち
ゃ
う
り
〉
穢
多
を
云

重
複
性

俚
言
・
中
629

ち
ん
か
ら

加
賀
金
沢
に
て
ち
ん
ば
を
い
ふ

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
619

ち
ん
ば

跛
（
あ
し
な
え
）
也
、〔
倭
字
通
例
解
〕
ナ
エ
タ
リ
、
弱
注

跛
〈
チ
ン
ハ
〉
の
字
を
あ
し
な
へ
と
よ
む
、
俗
に
短
足
を
チ

ン
バ
と
訓
り

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
621

ち
ん
ぼ
う

小
児
の
陰
茎
を
い
ふ
〔
古
今
著
聞
集
〕
ち
う
ぼ
う
は
六
寸
ば

か
り
云
々
、
大
人
の
も
い
へ
り

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
621

づ
う
て
え

身
体
の
肥
大
な
る
を
云
、
胴
体
の
字
音
也
、
関
東
語

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
644

月
夜
の
道
徳
坊

〔
大
倭
故
事
〕
世
の
人
の
心
に
ハ
た
ゝ
う
つ
か
り
と
し
た
る

あ
は
う
な
る
や
う
の
事
を
云
。（「
つ
き
よ 

の 

道
徳
坊
（
ど

う
と
く
ぼ
う
・
ど
う
と
く
ぼ
ん
）」
う
っ
か
り
し
て
い
て
他

人
に
は
阿
呆
（
あ
ほ
う
）
に
見
え
る
人
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
基
準
性

俚
言
・
中
652

＊
辻
目
暗

「
弾
左
衞
門
由
緒
書
」

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
585
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典

土
盲

〔
案
内
者
六
月
十
九
日
座
頭
凉
〕
あ
が
り
た
か
る
官
な
れ
と

も
官
代
な
け
れ
は
土
盲
〈
ツ
チ
メ
ク
ラ
〉（
室
町
時
代
以
後
、

幕
府
が
公
認
し
た
盲
人
の
団
体
で
あ
る
当
道
（
と
う
ど
う
）

に
加
入
し
て
い
な
い
盲
人
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
663

つ
と
の
も
の

夙
の
者
、
穢
多
の
類
、
上
方
の
国
に
よ
り
て
い
ふ

重
複
性

俚
言
・
中
667

つ
ん
ぼ

〔
倭
漢
三
才
図
会
〕
聾
、
俗
云
豆
牟
保

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
679

聾
に
皷

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
中
679

＊
ツ
ン
ボ
ウ
に
鉄
砲

「
盲
に
抜
刀
」

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
479

＊
つ
ん
ぼ
に
鉄
砲

「
聾
に
皷
」

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
中
679

聾
の
立
聴

（
な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
こ
と
を
た
と
え
て
い
っ
た
も
の

〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
中
679

＊
聾
の
早
耳

「
聾
の
立
聴
」。〔
毛
吹
草
〕
聾
の
早
耳
（
都
合
の
悪
い
こ
と

や
、
悪
口
な
ど
は
よ
く
聞
こ
え
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
聞
こ

え
な
い
の
に
聞
こ
え
た
ふ
り
を
し
て
早
合
点
す
る
こ
と
〔
日

本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性

不
完
全
性
、
害
悪
性

俚
言
・
中
679

聾
ほ
ど
も
き
か
ぬ

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
基
準
性

俚
言
・
中
679

＊
で
ご
の
こ

「
ち
ん
か
ら
」。
ち
ん
ば
。
飯
田
に
て
で
ご
の
こ

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
619

＊
手
長
足
長

「
荒
海
の
障
子
」。
禁
中
に
あ
り
手
長
足
長
の
島
人
を
ゑ
か
き

た
る
襖
な
り

身
体
性

超
越
性
、
畏
敬
性

俚
言
・
上
106

手
長
島

む
か
し
手
長
き
人
の
住
む
島
国
あ
り
と
い
ふ

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
706

手
も
足
も
な
い
者
の
や
う

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
725

＊
天
上
馬
鹿

「
天
上
」。
元
来
と
云
へ
き
所
を
天
上
と
云
、
つ
ま
る
と
こ
ろ

と
い
ふ
意
も
あ
り
、
天
上
馬
鹿
天
上
何
ほ
と
の
も
の
な
と
云

知
性

異
常
性

俚
言
・
中
717

＊
侗

「
お
ろ
か
」。
な
に
と
も
心
得
ぬ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

豆
腐
の
や
う
な
か
ら
だ

多
病
に
て
事
に
堪
ず
度
々
引
籠
す
る
者
を
云

身
体
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
中
737
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典

と
う
へ
ん
ぼ
く

（
気
の
き
か
な
い
人
物
や
わ
か
ら
ず
や
な
ど
を
の
の
し
っ
て

い
う
語
。
方
言
。
ば
か
者
。
役
に
立
た
な
い
者
。
う
っ
か
り

者
《
と
う
へ
ん
ぼ
お
》
島
根
県
仁
多
郡
・
能
義
郡
。《
と
う

へ
ろ
く
》
島
根
県
邑
智
郡
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

知
性

不
完
全
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
中
737

＊
ど
う
盲

「
ど
う
畜
生
」（「
ど
う
」
は
接
頭
語
。
人
を
卑
し
め
の
の
し
っ

て
い
う
語
。
感
動
詞
的
に
用
い
る
。
こ
ん
畜
生
。
こ
の
野
郎

〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

嫌
悪
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
中
735

徳
利
子

〔
倭
漢
三
才
図
会
〕
無
手
人
、
按
、
無
手
人
俗
呼
名
缶
児
〈
ト

ク
リ
コ
〉、
愚
按
、
余
が
聞
と
こ
ろ
の
俗
言
ト
ク
リ
コ
ハ
目

鼻
口
耳
な
き
も
の
を
云
と
い
へ
り

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
748

ど
こ

加
賀
に
て
癩
病
を
い
ふ

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
749

と
し
な
い

能
登
に
て
穢
多
を
い
ふ

重
複
性

俚
言
・
中
755

年
寄
ハ
犬
も
侮

〔
北
條
時
分
諺
留
〕

重
複
性
、
比
喩
性

侮
蔑
性
、
不
完
全
性

俚
言
・
中
756

泥
鰌
猫
に
と
ら
れ
た
う
ぬ
が
馬

鹿
で
と
ら
れ
た

〔
草
苅
笛
賦
〕

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
基
準
性

俚
言
・
中
756

＊
ド
ス

「
癩
」。
癩
疾

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
上
559

ど
す

ド
ス
は
癩
也
、
上
総
ま
た
岩
代
の
諺

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
756

と
ち
ぐ
る
ふ

〔
追
善
清
十
郎
奴
俳
諧
〕
前
学
問
を
身
に
と
つ
ち
め
て
す
る

頃
に
〈
と
い
ふ
句
に
〉
と
ち
く
る
ひ
て
や
遊
ふ
新
発
意

精
神
性
、
比
喩
性

異
常
性

俚
言
・
中
758

＊
と
ち
ん
こ

「
ち
ん
か
ら
」。
ち
ん
ば
。
七
尾
に
て
と
ち
ん
こ
と
い
ふ

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
619

ど
も
り

口
吃
也

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
782

ど
も
る

吃
ハ
ゆ
き
つ
ま
る
也
、
吶
ハ
も
の
い
ひ
の
埒
あ
か
ぬ
を
云

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
782

取
の
ぼ
せ
る

乱
心
す
る
を
云

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
中
792

鳥
目

〔
倭
訓
栞
〕
倭
名
抄
雀
盲
を
と
り
め
と
よ
め
り
、
暮
か
た
よ

り
見
え
ぬ
也

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
793

＊
雀
盲

「
鳥
目
」。
と
り
め

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
793
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典

鳥
山
検
校

楊
弓
の
名
人
、
安
永
年
中
の
人
、
江
戸
両
国
川
に
楼
船
を
泛

（
う
か
）
へ
て
船
を
横
に
つ
な
き
て
射
た
る
人
、
百
筋
に
て

七
十
五
す
ち
中
た
り
と

身
体
性

超
越
性

俚
言
・
中
793

と
ろ
い

遅
鈍
な
る
を
云
、
甘
き
意
也

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
794

と
ろ
き
人

〔
色
道
大
鑑　

名
目
〕
ト
ロ
キ
人
戯
た
る
者
の
い
ひ
か
へ
り
、

う
つ
け
た
ハ
け
と
い
ひ
た
る
よ
り
詞
少
し
し
や
れ
た
り
、
又

当
道
初
心
に
て
取
廻
し
も
ど
か
し
く
見
ゆ
る
人
を
も
い
ふ
、

風
流
談
曰
い
か
に
も
ま
け
や
す
き
ト
ロ
キ
男
を
一
疋
捕
へ
て

念
者
と
号
し
て
持
も
あ
り
と
書
り

知
性

不
完
全
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
中
794

索
に
も
葛
に
も
か
ゝ
ら
ぬ

索
（
な
は
。
縄
）
に
も
杓
子
に
も
か
ゝ
ら
ぬ
と
も
云
〔
本
朝

俚
諺
〕
此
ハ
老
人
な
と
の
歩
行
思
ふ
ま
ゝ
な
ら
ざ
る
を
ば
家

内
に
索
を
張
り
そ
れ
に
取
つ
か
せ
て
あ
ゆ
ま
せ
足
た
ゝ
ざ
れ

ば
そ
れ
も
か
な
ハ
ざ
る
也

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
828

な
り
ん
坊

な
り
ん
ぼ
ハ
見
聞
集
に
髭
を
剃
た
る
も
の
を
昔
男
の
な
り
ひ

ら
（
在
原
業
平
）
と
や
い
ハ
ん
（
略
）
曲
〈
マ
ゲ
〉
ハ
頂
上

に
あ
か
り
眉
毛
ぬ
け
て
業
平
に
似
た
り
な
と
い
ひ
て
癩
病
人

の
見
く
る
し
き
者
を
反
対
に
業
平
と
い
ひ
し
が
転
し
た
る
語

な
る
べ
し
と
い
ふ

身
体
性
、
比
喩
性

異
常
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
中
849

な
れ

小
倉
に
て
癩
病
人
を
い
ふ
、
上
方
に
て
も
い
ふ

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
851

に
エ
う
と
う

周
防
に
て
癩
病
を
い
ふ

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
852

二
行
子

ふ
た
な
り
（「
二
形
」〔
古
事
類
苑
〕）

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
852

二
乗

法
華
経
に
二
乗
之
人
如
聾
如
唖
と
見
ゆ
、
声
聞
縁
覚
修
行
の

人
を
い
ふ

身
体
性
、
比
喩
性

超
越
性

俚
言
・
中
860

人
外

（
に
ん
が
い
）
人
道
に
あ
ら
さ
る
を
云
、
又
穢
多
を
云
〔
物

類
称
呼
〕
薩
摩
に
て
人
外
と
い
ふ

重
複
性

人
外
性

俚
言
・
中
872

に
や
け

男
子
の
容
貌
の
婦
人
の
如
く
な
る
を
に
や
け
た
り
と
云
ふ
ハ

若
気
〈
ニ
ヤ
ク
ケ
〉
の
字
音
な
り
、
本
ハ
男
色
の
少
人
を
若

気
と
称
せ
し
よ
り
転
り
し
な
る
へ
し
（
略
）
ま
た
昨
日
波
今

日
及
物
語
お
よ
び
醒
睡
笑
等
に
ハ
に
や
け
を
肛
門
の
事
と
せ

り
、
何
れ
も
男
色
の
事
よ
り
転
り
来
し
も
の
な
り
梅
園
日
記
稿

精
神
性
、
身
体
性

異
常
性

俚
言
・
中
875
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典

に
よ
ん

薩
摩
に
て
馬
鹿
の
一
名

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
878

妊
娠
の
時
兎
を
食
ハ
缺
唇
〈
ミ

ツ
ク
チ
〉
の
子
を
産

身
体
性

異
常
性
、
基
準
性

俚
言
・
中
873

ぬ
け
作
左
衛
門

ヌ
ケ
作
と
ば
か
り
も
云
、
ウ
ツ
ケ
タ
ル
者
を
云

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
4

ぬ
け
る

俗
に
ヌ
ケ
ル
と
云
ふ
に
二
義
あ
り
、
一
ハ
馬
鹿
の
事
、
一
ハ

抜
群
の
意
也
、
又
物
を
遺
忘
す
る
を
云

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
4－

5

ぬ
る
い
人

小
倉
に
て
愚
者
を
い
ふ
、
出
羽
に
て
ぐ
つ
〳
〵
を
い
ふ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
10

鼠
も
小
六
十

短
矮
の
人
も
年
齢
ほ
ど
の
事
あ
る
を
云

知
性
、
身
体
性

基
準
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
下
21

の
げ

越
後
に
て
馬
鹿
を
い
ふ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
34

の
ゝ
様

不
爽
利
の
人
を
小
児
に
喩
へ
て
ノ
ヽ
サ
マ
と
云
、
又
ノ
ン
ノ

と
も
云
（
痴
愚
で
子
ど
も
の
よ
う
な
人
を
あ
ざ
け
っ
て
い
う

語
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

知
性
、
比
喩
性

侮
蔑
性

俚
言
・
下
41

の
ろ
ま

江
戸
和
泉
太
夫
芝
居
に
野
良
松
勘
兵
衛
と
い
ふ
も
の
頭
ひ
ら

く
色
青
黒
き
い
や
し
げ
な
る
人
形
を
つ
か
ふ
こ
れ
を
の
ろ
ま

人
形
と
云
、
野
良
松
の
略
語
な
り
、
又
鎌
斎
左
兵
衛
ハ
か
し

こ
き
人
形
を
つ
か
ひ
相
共
に
賢
愚
の
体
を
狂
言
せ
し
な
り
、

そ
れ
よ
り
鈍
き
も
の
を
の
ろ
ま
と
い
へ
り

知
性
、
身
体
性

不
完
全
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
下
47

＊
黴
毒

「
瘡
あ
た
ま
を
掻
散
し
た
や
う
」。〈
か
さ
ハ
〉
専
ら
黴
〈
バ

イ
〉
毒
に
い
ふ

身
体
性

嫌
悪
性

俚
言
・
上
522

＊
法
師
の
櫛

「
盲
の
鏡
」

身
体
性
、
比
喩
性

無
益
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
下
479

歯
生
て
う
ま
る
ゝ
ハ
鬼
子

〔
俗
説
弁
〕
俗
間
歯
お
ひ
て
生
る
ゝ
児
あ
れ
ば
鬼
子
な
り
と

て
殺
す
者
あ
り
と
い
ふ
（
略
）
長
盛
の
後
聡
明
の
偉
人
と
な

る
も
の
あ
ら
ん
に
鬼
子
な
り
と
て
こ
ろ
せ
る
ハ
む
け
に
な
さ

け
な
く
残
り
お
ほ
き
事
也

知
性
、
身
体
性

異
常
性
、
超
越
性
、

醜
怪
性

俚
言
・
下
56

破
家

〈
バ
カ
〉。〔
慶
長
本
節
用
集
〕
破
家
〈
バ
カ
〉
狼
藉
之
義
也
、

愚
按
、
破
家
狼
藉
の
義
と
い
ふ
ハ
今
の
馬
鹿
者
の
事
と
聞
ゆ

知
性

不
完
全
性
、
害
悪
性

俚
言
・
下
56

馬
鹿

痴
人
を
云
、
又
凡
て
甚
し
き
事
を
も
馬
鹿
と
云
分
鹿
厲
の
義
也

知
性
、
精
神
性

不
完
全
性
、
異
常
性

俚
言
・
下
56
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＊
馬
鹿

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。〔
史
記
〕
秦
趙
高
カ
故
事
ニ
も

と
づ
け
り
、
拾
遺
、
鹿
を
さ
し
て
馬
と
云
人
有
け
れ
ハ
か
も

を
も
お
し
と
お
も
ふ
也
け
り

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

＊
馬
鹿

「
癖
」。
馬
鹿
の
く
せ
に

知
性

不
完
全
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
上
770

＊
馬
嫁

「
破
家
」、「
馬
鹿
」。〔
慶
長
本
節
用
集
〕

知
性

俚
言
・
下
56－

57

＊
馬
鹿
太
郎

「
太
郎
」。
物
の
大
い
な
る
を
太
郎
と
云
ふ
（
略
）
馬
鹿
太
郎

と
云
ふ
諺
あ
り
、
馬
鹿
の
大
な
る
を
云
ふ
、、
其
馬
鹿
を
省

い
て
太
郎
と
計
り
も
云
ふ

知
性

不
完
全
性
、
異
常
性

俚
言
・
中
591

馬
鹿
と
餅
に
ハ
強
く
あ
た
れ

癡
人
を
待
に
寛
を
以
て
す
れ
ば
狎
（
な
れ
）
て
漸
々
凌
く
に

い
た
る
、
餅
を
擣
（
つ
く
）
に
強
く
な
け
れ
ば
ね
れ
あ
し
き

な
り
と
い
へ
り
（
杵
（
き
ね
）
を
強
く
打
ち
お
ろ
し
て
餠
を

搗
（
つ
）
く
よ
う
に
、
ば
か
な
者
を
扱
う
場
合
に
は
、
強
硬

な
態
度
で
接
し
な
け
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
つ
け
あ
が
る
〔
日
本

国
語
大
辞
典
〕）

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
基
準
性

俚
言
・
下
58

馬
鹿
に
傳
る
薬
か
な
い

知
性

不
完
全
性
、
害
悪
性

俚
言
・
下
58

馬
鹿
に
兵
法
な
し

〔
世
話
尽
〕

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
58

馬
鹿
者
に
お
ぢ
よ

馬
鹿
者
ハ
よ
け
て
通
せ

知
性

不
完
全
性
、
忌
避

性
、
害
悪
性

俚
言
・
下
59

＊
馬
鹿
者
に
お
ぢ
よ

「
下
手
の
射
矢
」

知
性

忌
避
性

俚
言
・
下
277

ば
す
ぬ
け

豊
前
に
て
馬
鹿
を
い
ふ

知
性

俚
言
・
下
76

鉢
扣

四
條
坊
門
油
小
路
極
楽
寺
よ
り
出
つ

重
複
性

俚
言
・
下
87

八
難

在
地
獄
難
、
在
畜
生
難
、
在
餓
鬼
難
、
在
長
寿
天
難
、
在
北

洲
難
、
盲
聾

難
、
世
智
弁
聴
難
、
生
在
佛
前
佛
後
難
、
と

佛
家
に
い
へ
り

重
複
性

基
準
性

俚
言
・
下
87

は
つ
し
け

奥
州
鹿
角
郡
に
て
穢
多
を
い
ふ
、
ほ
え
し
ハ
乞
食
を
い
ふ

重
複
性

俚
言
・
下
93

は
ッ
ち
坊
主

乞
食
を
化
子
と
も
花
子
と
も
呌
化
子
と
も
云
（
略
）
上
方
に

て
鉢
ひ
ら
き
と
云
ハ
関
東
の
ハ
ッ
チ
坊
主
也

重
複
性

俚
言
・
下
94

＊
鼻
タ
ラ
シ

「
鼻
の
下
か
長
い
」。
痴
人

知
性
、
身
体
性

異
常
性

俚
言
・
下
106
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鼻
の
下
か
長
い

痴
人
を
云
、
鼻
タ
ラ
シ
と
も
云
、
鼻
の
下
長
け
れ
ハ
命
な
か
し

知
性
、
身
体
性

異
常
性
、
超
越
性

俚
言
・
下
106

び
っ
こ

跛
也
、
又
チ
ン
バ
と
云

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
173

＊
ビ
ッ
コ

「
ち
ん
ば
」。
江
戸
に
て
ビ
ッ
コ
と
云

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
621

非
人

今
俗
に
非
人
と
云
ハ
乞
丐
の
事
也
、
抄
（
江
談
抄
）
に
云
へ

る
非
人
は
罪
を
免
る
さ
れ
て
検
非
違
使
庁
の
下
部
に
な
し
て

つ
か
ハ
る
ゝ
者
の
事
な
れ
は
今
云
目
あ
か
し
の
類
な
り
、
此

類
を
非
人
と
い
へ
る
也
、
俗
言
と
ハ
小
し
異
な
り

重
複
性

人
外
性

俚
言
・
下
194

百
の
口
が
ぬ
け
た

癡
人
を
云
〔
后
山
詩
話
〕
世
以
痴
為
九
百
謂
其
精
神
不
足
也

と
あ
る
を
見
れ
ば
一
貫
の
中
に
て
百
不
足
す
る
と
い
ふ
事
と

見
え
た
り
。（「
ひ
ゃ
く 

の
＝
口
（
く
ち
）［
＝
内
（
う
ち
）］

が
抜
（
ぬ
）
け
る
」
銭
さ
し
の
口
が
と
れ
て
、
銭
百
文
の
う

ち
の
一
部
が
抜
け
て
不
足
が
あ
る
の
意
か
ら
。
一
人
前
で
な

い
。
愚
か
で
あ
る
。
知
恵
が
足
り
な
い
。
百
が
抜
け
る
。
百

の
口
が
足
ら
ぬ
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

知
性
、
精
神
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
211

＊
白
癩

（
ひ
ゃ
く
ら
い
）。「
白
鼠
ハ
福
神
の
使
者
と
い
ふ
事
」。〔
好

古
日
録
〕
俗
説
云
白
鼠
ハ
福
神
の
使
者
な
り
（
略
）
思
ふ
に

白
鼠
ハ
人
倫
に
比
す
る
に
白
癩
の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
し
、
も
つ

と
も
妖
物
な
り

身
体
性

招
福
性
、
怪
奇
性

俚
言
・
中
400

白
癩
に
な
る
と
も

自
誓
の
詞
也

身
体
性

基
準
性
、
忌
避
性

俚
言
・
下
212

＊
ひ
ん
が
ら

「
ち
ん
か
ら
」。
ち
ん
ば
。
大
聖
寺
に
て
ハ
ひ
ん
が
ら
と
い
ふ

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
619

無
勘

〈
ぶ
か
ん
〉。
盲
人
の
勘
の
善
か
ら
ざ
る
を
無
勘
と
云
〔
諺

草
〕
歩
艱
人
の
行
歩
に
堪
さ
る
を
ブ
カ
ン
と
云
は
此
字
な

り
、
あ
ゆ
み
な
や
む
と
読
む
べ
し

身
体
性
、
知
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
228

＊
不
具

「
片
羽
」。〔
古
言
梯
〕
残
廃
篤
注
不
具
人
也
、
片
羽
の
意

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
554

福
介

頭
の
大
な
る
人
形
、
此
土
偶
寛
政
年
中
製
し
出
す

身
体
性
、
比
喩
性

異
常
性
、
招
福
性

俚
言
・
下
230

ふ
ぐ
り
な
し

丈
夫
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
〔
貞
享
節
用
集
世
話
詞
〕
睾
丸
無

身
体
性
、
比
喩
性

異
常
性
、
不
完
全
性

俚
言
・
下
233

不
肖

不
肖
な
か
ら
身
不
肖
な
ど
云
〔
諺
草
〕
中
庸
漢
書
武
帝
紀
師

古
を
引
て
云
、
今
も
身
の
人
に
し
か
ざ
る
事
を
い
ふ

身
体
性
、
知
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
242

不
揃

狂
人
を
云

精
神
性

不
完
全
性
、
異
常
性

俚
言
・
下
243
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二
形

〈
フ
タ
ナ
リ
〉。〔
倭
漢
三
才
図
会
〕
半
男
女
、
俗
云
二
形
〔
蛮

語
箋
〕
人
疴
ハ
ル
フ
マ
ン

身
体
性

異
常
性
、
不
完
全
性

俚
言
・
下
243

ふ
て
癩

〈
フ
テ
カ
タ
イ
〉。〔
盛
衰
記
〕。
ふ
て
か
つ
て
い
、
筑
前
に
て

大
変
ま
た
大
造

身
体
性
、
比
喩
性

異
常
性
、
忌
避
性

俚
言
・
下
250

文
虚
言
せ
ず

〈
フ
ミ
ソ
ラ
コ
ト
セ
ズ
〉。〔
活
版
盛
衰
記
〕
癩
人
法
師
口
説

言
、
け
ふ
ハ
よ
ろ
づ
の
人
の
口
に
の
り
目
を
さ
ま
す
皆
道
理

ゆ
ゑ
、
覚
え
文
虚
言
〈
フ
ミ
ソ
ラ
コ
ト
〉
せ
ず
と
は
是
也

身
体
性

遊
興
性
、
基
準
性

俚
言
・
下
256

ふ
ん
ち
う

ウ
ツ
ケ
者
の
事

知
性

俚
言
・
下
259

下
手
の
射
矢

狐
が
下
手
の
い
る
矢
を
恐
る
と
も
云
、
矢
ツ
ホ
定
ま
ら
ぬ
ゆ

ゑ
に
い
づ
く
へ
ゆ
か
ん
も
は
か
り
か
た
し
、
因
て
お
そ
る
ゝ

と
な
り
、
馬
鹿
者
に
お
ぢ
よ
と
云
諺
の
意
な
り

知
性
、
比
喩
性

異
常
性
、
忌
避
性

俚
言
・
下
277

部
屋
子

江
戸
近
在
の
百
姓
な
と
の
内
癩
病
の
面
体
な
と
見
く
る
し
く

て
人
前
に
も
出
さ
ゞ
る
者
の
別
に
部
屋
を
つ
く
り
て
お
く
を

ヘ
ヤ
ゴ
と
い
ふ
と
い
へ
り

身
体
性

異
常
性
、
嫌
悪
性
、

忌
避
性

俚
言
・
下
287

べ
ら
ぼ
う

〔
倭
訓
栞
〕
延
宝
の
頃
大
坂
に
可
〈
ベ
ラ
〉
坊
と
云
異
相
の

男
あ
り
（
寛
文
（
一
六
六
一
～
七
三
）
末
年
か
ら
延
宝
（
一

六
七
三
～
八
一
）
初
年
に
か
け
て
、
見
世
物
で
評
判
を
と
っ

た
奇
人
。
容
貌
き
わ
め
て
醜
く
、
全
身
真
っ
黒
で
、
頭
は
鋭

く
と
が
り
、
眼
は
赤
く
て
円
く
、
あ
ご
は
猿
の
よ
う
で
、
愚

鈍
な
し
ぐ
さ
を
見
せ
て
観
客
の
笑
い
を
誘
っ
た
と
い
う
〔
日

本
国
語
大
辞
典
〕）（
ば
か
な
人
。
た
わ
け
。
ば
か
。
あ
ほ
う
。

多
く
、
人
を
の
の
し
っ
て
い
う
語
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
知
性

異
常
性
、
醜
怪
性
、

遊
興
性

俚
言
・
下
288

ほ
い
た
う

乞
食
を
ホ
イ
ト
と
云

重
複
性

俚
言
・
下
290

ほ
い
と

〔
閑
田
次
筆　

四
〕
高
野
山
に
ほ
と
ゝ
き
す
の
帰
り
後
れ
た

る
が
木
の
ふ
し
穴
な
と
に
か
ゝ
ま
り
ゐ
て
や
ゝ
さ
む
く
な
る

と
き
は
得
動
か
ず
餌
ば
み
も
も
と
よ
り
え
せ
ぬ
を
雀
が
つ
ど

ひ
て
餌
を
あ
た
へ
来
る
と
し
の
夏
に
及
ふ
ま
で
養
ふ
、
い
と

不
思
議
な
る
こ
と
に
て
こ
れ
を
雀
の
ほ
い
と
と
い
ふ
、
ほ
い

と
ハ
乞
食
の
こ
と
に
て
雀
の
た
め
の
食
客
と
い
ふ
こ
と
ゝ
そ

し
か
る
に
其
辺
の
山
賊
と
も
夫
を
探
出
て
焼
鳥
な
と
に
し
て

食
ふ
ハ
甚
た
悪
む
べ
し
、
其
情
雀
に
だ
も
し
か
ず
と
い
は
ん

と
、
和
田
泰
順
医
生
の
話
な
り

重
複
性
、
比
喩
性

基
準
性

俚
言
・
下
290
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ほ
う
さ
い

字
未
考
、
狂
人
を
云
気
違
ひ
よ
ホ
ウ
サ
イ
よ
と
云
諺
有
り
、

熱
海
の
温
泉
に
ホ
ウ
サ
イ
湯
と
云
あ
り

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
下
292

ほ
え
と

出
羽
に
て
乞
食
を
い
ふ
、
又
や
ッ
こ
と
も
云

重
複
性

俚
言
・
下
297

ぼ
し
し

越
中
に
て
穢
多
を
い
ふ

重
複
性

俚
言
・
下
302

＊
凡
鉄
十
九
日

「
十
九
日
」。
馬
鹿
と
云
事
、
大
坂
に
て
凡
鉄
十
九
日
と
云
諺

あ
り
、
凡
鉄
医
師
名

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
308

盲
官

〈
マ
ウ
カ
ン
〉。
盲
人
の
官
、
検
校
、
勾
当
、
座
頭
、
衆
分
と

次
第
す

身
体
性

不
完
全
性
、
基
準
性

俚
言
・
下
335

＊
盲
将

「
良
将
の
下
に
臆
兵
な
く
盲
将
の
下
に
勇
士
な
し
」

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
害
悪
性

俚
言
・
下
674

＊
盲
人
の
カ
ン

「
か
ん
」。
盲
人
の
カ
ン
は
堪
字
を
用
う

身
体
性
、
比
喩
性

超
越
性

俚
言
・
上
634

ま
だ
ろ
す

く
ろ
ん
ぼ

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
下
356

身

が
ッ
た
い

〔
他
我
身
の
上
〕
誓
言
に
シ
シ
ャ
レ
ガ
ツ
タ
イ
と
い
へ
る
昔

か
ら
人
の
誓
に
山
礪
河
帯
と
ち
か
ひ
し
を
末
の
世
あ
し
き
病

の
カ
ッ
タ
イ
に
と
り
ま
き
ら
は
し
た
る
に
や

身
体
性
、
比
喩
性

基
準
性
、
嫌
悪
性

俚
言
・
下
396

み
だ
れ

大
坂
詞
、
乞
食
を
い
ふ

重
複
性

俚
言
・
下
403

無
分
別

智
恵
の
な
き
こ
と
を
云
、
馬
鹿
者
を
い
ふ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
460

名
馬
が
蝦
蟆
に
な
り
美
人
が
か

つ
た
い
に
な
る

〔
不
住
同
心
物
語
〕
さ
れ
ば
あ
る
人
の
物
語
に
侍
を
す
つ
る

事
は
名
馬
が
蝦
蟆
（
が
ま
が
え
る
）
に
な
り
美
人
が
か
つ
た

い
に
な
り
た
る
よ
り
も
猶
劣
れ
り
と
そ
い
へ
る

身
体
性
、
比
喩
性

異
常
性
、
不
完
全
性

俚
言
・
下
474

目
く
ら

目
暗
ハ
盲
也
、
瞽
者
を
い
ふ
常
也
、
俗
に
目
当
も
な
く
す
る

事
を
盲
何
々
と
云

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
害
悪
性

俚
言
・
下
479

＊
目
く
ら
ご
ぜ

「
御
前
」。
盲
女

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
51

＊
盲
御
前
〈
メ
ク
ラ
ゴ
ゼ
〉

「
盲
鴫
居
」〈
メ
ク
ラ
シ
キ
ヰ
〉。（
盲
目
の
女
性
で
、
鼓
を

打
っ
た
り
、
三
味
線
を
弾
い
た
り
し
な
が
ら
唄
を
う
た
い
、

米
銭
な
ど
を
乞
う
も
の
。
ご
ぜ
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性

不
完
全
性
、
遊
興
性

俚
言
・
下
479

盲
さ
か
し

〔
授
業
編
〕。（
こ
れ
と
い
う
目
あ
て
も
な
く
さ
が
す
こ
と
。

ま
た
、
手
さ
ぐ
り
で
さ
が
す
こ
と
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
479
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典

盲
鴫
居

〈
メ
ク
ラ
シ
キ
ヰ
〉
盲
御
前
〈
メ
ク
ラ
ゴ
ゼ
〉

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
479

盲
に
ぐ
み
く
ハ
す
る

〔
世
話
尽
〕
盲
の
さ
ぐ
り
あ
て

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
479

盲
に
抜
刀

（
メ
ク
ラ
ニ
ヌ
キ
ミ
）〔
森
寺
玉
山
書
〕
ツ
ン
ボ
ウ
に
鉄
砲
、

盲
に
抜
刀
。（
反
応
が
な
い
こ
と
を
た
と
え
て
い
っ
た
〔
日

本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
479

＊
目
ク
ラ
に
抜
刀

「
聾
に
皷
」

身
体
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
中
679

盲
に
道
を
お
そ
ハ
る

（
教
え
る
べ
き
も
の
に
、
逆
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
を
い
っ
た
。

ま
た
、
適
当
し
な
い
も
の
に
物
を
尋
ね
る
こ
と
を
た
と
え
て

い
っ
た
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性

不
完
全
性
、
超
越
性

俚
言
・
下
479

盲
の
鏡

（
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
、
ま
た
、
用
を
な
さ
な
い
こ
と
を

た
と
え
て
い
っ
た
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
479

盲
の
牆
の
ぞ
き

〔
和
漢
古
諺
、
毛
吹
草
、
本
朝
俚
諺
〕
盲
ノ
壁
ノ
ゾ
キ
〔
犬

子
集
〕
花
あ
れ
ば
誰
も
目
ク
ラ
ガ
垣
ノ
ゾ
キ
。（
何
の
役
に

も
立
た
な
い
こ
と
、
や
っ
て
も
む
だ
な
こ
と
を
た
と
え
て

い
っ
た
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
479

＊
盲
ノ
壁
ノ
ゾ
キ

「
盲
の
牆
の
ぞ
き
」

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
479

＊
盲
の
器
量
吟
味

「
目
く
ら
の
下
り
坂
」

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
害
悪
性

俚
言
・
下
479

目
く
ら
の
下
り
坂

盲
の
器
量
吟
味
（
危
険
な
こ
と
を
た
と
え
て
い
っ
た
〔
日
本

国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
害
悪
性

俚
言
・
下
479

＊
盲
の
さ
ぐ
り
あ
て

「
盲
に
ぐ
み
く
ハ
す
る
」

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
479

＊
盲
ノ
高
ノ
ゾ
キ

「
盲
の
牆
の
ぞ
き
」

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
479

盲
の
杖
を
失
ふ
が
如
し

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
479

＊
瞽
ノ
窓
ノ
ゾ
キ

「
盲
の
牆
の
ぞ
き
」

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
479

盲
蛇
に
お
ぢ
ず

〔
野
語
述
説
他
〕
古
歌
に　

踏
あ
て
ば
メ
ク
ラ
モ
蛇
に
オ
ヅ

へ
き
に
し
ら
ね
ば
や
す
き
和
歌
の
道
か
な

身
体
性
、
比
喩
性

侮
蔑
性
、
超
越
性

俚
言
・
下
480

目
し
ひ

盲
、
瞽
者
を
い
ふ

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
483
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典

＊
目
し
ひ
女

「
ご
ぜ
」

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
中
49

＊
め
つ
か
ち

「
片
目
」、「
鐘
扣
」（「
目
ツ
カ
チ
」）

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
558

目
な
し
山

〔
古
今
六
帖
〕
め
な
し
山
耳
な
し
川
に
見
ず
聞
ず
有
世
ハ
人

ハ
う
ら
み
ざ
ら
ま
し

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
基
準
性

俚
言
・
下
489

＊
眼
も
あ
か
ぬ
大
将

「
犬
死
」。
眼
も
あ
か
ぬ
大
将
の
所
へ
御
使
に
参
り
か
ゝ
り
犬

死
仕
候
と
被
申
候

知
性
、
比
喩
性

害
悪
性

俚
言
・
上
223

物
狂

即
狂
人
を
云
〔
和
名
鈔
〕
癲
狂
又
〔
女
夫
草
〕
物
狂
椿
也

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
下
518

も
の
も
ら
ひ

〔
物
類
称
呼
〕
乞
人
江
戸
に
て
乞
食
と
い
ふ
、
法
華
経
に
清

浄　

食
又
乞
食
頭
陀
、
行
こ
れ
は
僧
を
云
、
長
崎
に
て
ば
ん

蔵
又
山
ば
ん
、
中
国
及
四
国
又
奥
羽
よ
り
越
後
越
中
辺
に
て

ほ
い
た
う
と
い
ふ
（
略
）
又
筑
紫
に
て
ゴ
ウ
と
い
ふ
、
此
国

に
て
ハ
こ
じ
き
と
い
ふ
も
の
は
癩
病
人
な
り
（
略
）
今
按
に

悲
田
寺
は
京
都
鴨
川
西
の
辺
に
有
り
、
拾
芥
抄
に
云
聖
武
天

皇
施
薬
非
田
の
二
寺
を
建
て
施
薬
院
は
大
人
の
病
を
療
し
悲

田
寺
は
小
児
及
乞
食
の
病
を
治
す
、
後
終
に
乞
食
の
寓
と
成

よ
し
見
え
た
り
、
今
に
お
ゐ
て
癩
病
人
の
親
族
に
捨
ら
る
ゝ

も
の
般
若
に
集
り
往
来
の
人
に
物
を
乞
ふ
、
続
日
本
紀
云
武

州
入
間
郡
の
界
に
悲
田
所
を
置
と
見
え
た
り
、
然
ら
は
京
師

の
み
に
限
ら
す
所
々
に
在
し
事
に
や
、
又
聖
徳
太
子
悲
田
院

を
建
て
郭
内
に
居
ら
し
む
魁
首
を
長
吏
と
し
て
郭
外
の
も
の

を
非
人
と
す
、
故
に
今
も
東
国
に
て
穢
多
を
呼
て
長
吏
と
い

ふ
ハ
か
ゝ
る
遺
風
に
や
、
或
説
に
癩
病
人
を
か
つ
た
い
と
い

ふ
は
悲
田
院
〈
カ
ツ
タ
イ
〉
と
書
て
悲
田
院
よ
り
起
た
る
名

也
と
い
ふ
、
是
は
鑿
説
也
、
證
治
要
訣
に
害
大
〈
カ
ツ
タ

イ
〉
と
有
り
、
又
関
西
に
物
よ
し
と
い
ふ
も
の
是
た
ぐ
ひ
也

と
ぞ
、
ま
た
乞
食
は
乞
食
の
事
に
て
別
也
、
混
す
べ
か
ら
ず

身
体
性

異
常
性
、
忌
避
性

俚
言
・
下
522－

523

物
吉

物
吉
と
は
最
吉
の
仮
字
也
と
云
り
、
俗
に
癩
を
物
ヨ
シ
と
云

（
略
）
愚
案
、
癩
疾
の
者
京
都
近
郊
に
一
戸
を
為
て
街
路
を

物
吉
と
呼
て
行
乞
す
故
に
癩
疾
の
徒
を
物
吉
と
一
名
す
る

也
、
物
吉
と
は
江
次
第
の
物
吉
に
て
祝
辞
な
り
、
即
コ
ト
ホ

ギ
也
、
然
る
を
世
俗
に
癩
疾
の
徒
は
大
陰
な
り
と
云
は
取
る

に
足
ら
ぬ
妄
説
な
り

身
体
性

異
常
性
、
招
福
性

俚
言
・
下
523
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典

文
盲

〔
下
学
集
〕
文
盲
無
智
之
義
也
、
又
蚊
虻
と
も
書
く
ハ
借
字

也
〔
ひ
そ
め
草
序
〕
蚊
の
こ
と
く
虻
の
如
く
な
る
人
の
為
な

ら
ん
か
し

身
体
性
、
知
性
、
比

喩
性

無
益
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
下
530

蚊
虻

文
盲
の
借
字
也

身
体
性
、
知
性
、
比

喩
性

無
益
性
、
侮
蔑
性

俚
言
・
下
530

八
坂
本

平
家
物
語
八
坂
検
校
製
し
た
る
活
字
板
也

身
体
性

超
越
性
、
畏
敬
性

俚
言
・
下
552

八
十
の
三
歳
児

漢
書
文
帝
紀
曰
、
七
八
十
翁
嬉
戯
如
小
児
こ
れ
異
域
同
譚
な

り
、
老
て
再
び
児
と
な
り
と
い
ふ
も
同
事
な
り

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
558

＊
山
男

「
山
女
」

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
下
582

山
女

陸
羽
の
深
山
な
ど
に
お
の
づ
か
ら
生
し
た
る
山
男
山
女
と
い

ふ
あ
り
と
塘
雨
が
東
遊
記
に
あ
り

身
体
性

異
常
性

俚
言
・
下
582

よ
い
〳
〵
病

此
ハ
近
頃
の
鄙
語
也
、
廃
疾
を
云

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
下
616

四

〔
倭
訓
栞
〕
ヨ
ツ
、
備
前
に
穢
多
を
四
ッ
と
云
、
四
足
の
義

な
る
べ
し

身
体
性

人
外
性

俚
言
・
下
633

＊
聾
道
心

「
延
享
の
比
江
戸
の
俚
事
」

身
体
性

不
完
全
性
、
畏
敬
性

俚
言
・
上
371

老
病

〔
俗
語
録
〕
以
老
病
辞

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
657

乱
心

癲
狂
を
云

精
神
性

異
常
性

俚
言
・
下
662

＊
魯

「
お
ろ
か
」。
気
の
は
た
ら
か
ぬ

知
性

無
益
性
、
不
完
全
性

俚
言
・
上
463

王
の
鼻

〔
狂
歌
唱
〕
皶
鼻
〈
サ
ビ
〉
の
病
に
て
鼻
の
赤
き
人
頬
さ
き

ま
で
色
づ
き
け
る
を
友
だ
ち
皆
王
の
鼻
と
名
を
付
て
喚
侍

る
、
神
社
の
祭
に
神
輿
の
前
に
掛
る
面
の
名
を
王
の
鼻
と
い

ふ
、
き
は
め
て
鼻
高
く
色
赤
き
物
な
り
さ
て
か
く
ぞ
よ
み
け
る

身
体
性
、
比
喩
性

異
常
性
、
超
越
性

俚
言
・
下
701

わ
ら
く
ハ
ず

人
の
ウ
ツ
ケ
タ
ル
を
云
、
シ
ド
ノ
ナ
キ
者
を
云
。（「
わ
ら－

く
わ
ず
［
＝
く
は
ず
］ 

わ
ら
不
食
」
締
ま
り
が
な
い
こ
と
。

し
ど
け
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

知
性

不
完
全
性
、
無
益
性

俚
言
・
下
726

ゐ
ざ
り

躄
を
云

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
736

ゐ
ざ
り
ば
ひ

小
児
の
居
な
が
ら
尻
に
て
ハ
フ
を
い
ふ

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
736
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典

ゑ
た

〔
物
類
称
呼
〕
屠
児

身
体
性

不
完
全
性
、
人
外
性

俚
言
・
下
749

穢
多
皮
剥
御
台
所
人

人
か
ら
の
悪
き
者
を
い
ふ

身
体
性

害
悪
性
、
基
準
性

俚
言
・
下
749

＊
ヲ
ウ
カ
マ
シ
イ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
豊
州
に
て
、
馬
鹿
、
ア
ホ
ウ
、

タ
ワ
ケ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

＊
ヲ
サ
ゴ

「
お
ろ
か
に
あ
さ
ま
し
き
」。
尾
州
に
て
、
馬
鹿
、
ア
ホ
ウ
、

タ
ワ
ケ

知
性

不
完
全
性

俚
言
・
上
463

鴛
鴦
の
一
声

鴛
鴦
〈
ヲ
シ
〉
の
一
声
（「
唖
〔
オ
シ
〕
の
一
声
」）。〔
続
狂

言
記　

五
、
三
人
か
た
ハ
〕
主
是
ハ
い
か
な
こ
と
唖
が
も
の

い
ふ
た
、
去
な
が
ら
ヲ
シ
ノ
一
声
福
貴
の
相
と
申
す

身
体
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
招
福
性

俚
言
・
下
769

を
と
御
前
〈
ゴ
ゼ
〉

ヲ
タ
フ
ク
の
事
〔
狂
言
算
勘
聟
〕
ヲ
タ
フ
ク
於
部
両
出
。

（「
お－

た
ふ
く
、
阿
多
福
」
お
た
ふ
く
面
の
よ
う
な
顔
の
女

性
。
多
く
、
醜
い
顔
の
女
性
を
あ
ざ
け
っ
て
い
う
語
〔
日
本

国
語
大
辞
典
〕）（「
お
た
ふ
く－

め
ん　

阿
多
福
面
」
顔
が

丸
く
、
ひ
た
い
が
高
く
、
鼻
が
低
く
て
ほ
お
の
豊
か
な
女
性

の
面
。
お
か
め
〔
日
本
国
語
大
辞
典
〕）

身
体
性

醜
怪
性

俚
言
・
下
773

温
湯

ぬ
る
き
者
を
云
、
又
犬
猫
に
い
ふ

知
性
、
比
喩
性

不
完
全
性
、
人
外
性

俚
言
・
下
782

を
ゆ
る

〔
日
本
紀
〕
瘁
瘼
ヲ
ユ
ル

身
体
性

不
完
全
性

俚
言
・
下
786


